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第１編 総  則 
 

第１❶ ᇶᮏⓗ࠼⪄࡞᪉                                     

 

災害の定義は災害対策基本法第２条において、地震、台風、竜巻等の自然現象によるもののほか、

大規模火災、爆発その他の大規模な事故による被害についても規定している。 

本区においては、日本橋金融・商業街地区の金融中枢施設、銀座地区を中心とした大規模集客施設、

日本橋問屋街地区の繊維関連卸売業の集積のほか、大規模事業所、大規模商業施設が多数所在してい

る。また、月島地区は老朽木造２階長屋形態の一般住宅が密集し、豊海地区は大型冷蔵倉庫が多数群

立、隅田川には危険物を輸送する小型内航タンカーが多数往来している。夜間人口は約17万人に対し

て昼間人口は63万人であり、万一大規模な事故等が発生した場合、区民だけでなく来街者にも多大な

被害が発生する危険性が高い。 

このため、本区において大規模事故等が起こった場合にも、区民等の生命、身体、財産を守るため、

警察、消防、ライフライン機関などと連携して、被害を拡大させずに適切な対応ができるよう大規模

事故等対策計画を定めるものである。 

なお、災害対策基本法においては、普通の事故として所管の行政庁が専ら処理し又は事業者等が自

ら処理する事象と大規模事故として対応すべき事象の区分は必ずしも明確でないため、その事故の被

害の状況に応じて判断する必要がある。また、事故の規模によっては、区単独では対応ができない状

況も考えられるため、都や国の関係機関との連携が重要となってくる。 

以上のことから、第５部では大規模事故に至らない事故であっても、区民生活に影響する重大事件や緊急

事態が発生した場合に関係機関との連携を含め普遍的に対処できるよう、危機管理対策についても定める。 

さらに、福島第一原子力発電所の経験を踏まえて、区内において、再び東日本大震災と同様の事態

が発生した場合に備え、区民の心理的動揺や混乱をできる限り低くするような対策を取る必要がある。 

 

国民保護法に基づく武力攻撃事態災害、緊急対処事態災害、ＮＢＣ災害(核等又は生物剤若しくは化

学剤を用いた兵器等による攻撃)については、「中央区国民保護計画」（平成28年４月変更）により対応

する。ただし、武力攻撃事態災害においては、国における事態認定がなされるまで(国民保護対策本部

設置の指定が行われる前)は、この計画に基づき対応するものとする。 

 

令和２年に新型コロナウイルス感染症が世界的に大流行するなど、感染症、食中毒等により区民の

生命及び健康の安全を脅かす事態が発生した場合には、被害の拡大や再発を防止するため、「中央区健

康危機管理対策基本指針」に基づき、保健所が中心となって、国や都、関係機関と連携を取りながら、

被害実態の把握や原因の究明等を行う。本部を設置する必要がある規模に健康危機が拡大するなど、

事態が悪化した場合には、この計画に基づき災害体制に移行する。 

特に、区民の生命・健康に重大な被害を与えるおそれがある新型インフルエンザ等が発生した場合

は、新型インフルエンザ等対策特別措置法(平成24年法律第31号)に基づき平成27年２月に策定した「中

央区新型インフルエンザ等対策行動計画」及び平成31年４月に策定した「中央区業務継続計画（新型

インフルエンザ等対策編）」により、感染拡大の抑制、住民への予防接種、生活支援などの対策や非常

時優先業務を実施する体制を定めるなど、関係機関と連携して的確かつ迅速に実施し、区内の関係機

関等が実施する新型インフルエンザ等への対策を総合的に推進する。 

近隣区において事故等が発生し、区民生活に影響を及ぼす可能性がある場合においても同様とする。 
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ͤ 新⯆感染症͐かつては▱られていなかった、この20年間に新しく認㆑された感染症で、ᒁ地的に、

あるいは国㝿的にබ⾗⾨生上の問㢟となる感染症。（㹕㹆㹍定義） 

ͤ 再⯆感染症͐᪤▱の感染症で、᪤にබ⾗⾨生上の問㢟とならない⛬ᗘまでにᝈ者がῶᑡしていた感

染症のうࡕ、この20年間に再び流行しはじめ、ᝈ者数がቑຍしたもの。（㹕㹆㹍定義） 

 

 

第２❶ ᝿ᐃࡿࢀࡉ大規模事故等                                      

 

第１ ㉸㧗ᒙఫᏯࠊᆅୗ⾤のⅆ⅏ࠊ事故等 

第２ 㕲㐨事故 

第３ 㐨㊰事故 

第㸲 ᆅୗᕤ事 

第５ ༴㝤≀等事故(▼Ἔࠊⅆ⸆ࠊᨺᑕ⥺ࠊ㧗ᅽ࢞ࠊࢫẘ≀࣭๻≀) 

第㸴 ᾏୖ等ࡿࡅ࠾࡟事故ࠊἜ等ὶฟ事故 

第㸵 大規模೵㟁 

第㸶 ࢞ࢫ事故 

第㸷 ᨺᑕᛶ≀㉁対策 

ཧ⪃ ⅏ᐖの㢮ᆺᅗ 

୰ኸ༊᪂ᆺࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ࢖

等対策⾜ື計画 

 

Ṋຊᨷᧁ⅏ᐖ 
㸦╔ୖ㝣࣭ࣛࣜࢤࠊ≉Ṧ部㝲ࠊ 

ᙎ㐨࣑ࠊࣝ࢖ࢧ⯟✵ᨷᧁ㸧 

 
⥭ᛴ対ฎ事ែ⅏ᐖ 
㸦大規模ࣟࢸ等㸧 

 

ᅜẸಖㆤἲ 

ឤᰁ⑕ἲ等 

୰ኸ༊ᅜẸಖㆤ計画 ᪂た࡞⅏ᐖ 

大規模࡞事故 

 
㸦ཎⓎ事故ࠊ⇿Ⓨࠊ✺⾪ࠊ⥺⬺ࠊቒⴠࠊᗙ♋㸧 

 

㢼Ỉᐖ 

 

ὠἼ 

 
ᆅ㟈 

 

ⅆᒣᄇⅆ 

 

⅏ᐖ対策ᇶᮏἲ 

୰ኸ༊ᆅᇦ㜵⅏計画 

ᚑ᮶ࡽ࠿の⅏ᐖ 

ேⅭ⅏ᐖ ⮬↛⅏ᐖ 

㹌㹀㹁⅏ᐖ 
࣭Ⅳࡑ⳦ 

࣭ኳ↛① 

 ࣥࣜࢧ࣭

࣭ᨺᑕᛶ≀㉁ 等 

 
᪂ᆺࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ࢖

等対策≉別ᥐ⨨ἲ 
᪂ᆺࢨ࢚ࣥࣝࣇࣥ࢖等 

᪂⯆ឤᰁ⑕ 

෌⯆ឤᰁ⑕ 

O-157࣭  ࢫࣝ࢖࢘ࣟࣀ࣭ࢫࣝ࢖࢘ࢱࣟ
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第３❶ 㜵⅏༴ᶵ⟶⌮࣮ࢱࣥࢭ                                  

 

第２部第４編第１❶「第５ 災害発生ᚋのึ動対応」（134㺫㺽㺎㺚㺼）をཧ↷。
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第３❶ 㜵⅏༴ᶵ⟶⌮࣮ࢱࣥࢭ                                  

 

第２部第４編第１❶「第５ 災害発生ᚋのึ動対応」（134㺫㺽㺎㺚㺼）をཧ↷。
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第２編 事案への共通した対応 
 

 本編では、大規模事故等発生時に事故内ᐜに関わらず、区が事᱌に対してඹ通して対応すべき基本

的な事㡯について定める。 

 

第１❶ ᖹ᫬のഛ࠼                                         

 

区では、平時より危機管理᝟ሗをྛ部でඹ᭷するため危機管理対策᳨ウ部఍を⤌⧊し必要に応じ఍

㆟を㛤ദしている。この⤌⧊は、防災危機管理ᐊ長を部఍長としྛ部のᗢ務ᢸᙜㄢ長と事故等が発生

した場合に部ᒁを㉸えて対応がồめられるᗈሗㄢ長、᝟ሗࢩス࣒ࢸㄢ長、⫋ဨㄢ長、地ᇦ防災ᢸᙜㄢ

長、総務部๪ཧ事（防災計画等・特命ᢸᙜ）、総務部๪ཧ事（生活安全・特命ᢸᙜ）で⤌⧊される。 

 

第２❶ ึືែໃ                                      

  

大規模事故等の事᱌が発生した場合、事故等の᝟ሗをᚓた所管ㄢは、事᱌の重要性に関わらず防災

危機管理ࢭンターへ連⤡するものとする。防災危機管理ࢭンターは、事᱌の状況を分ᯒするとともに、

᝟ሗの⤖⠇Ⅼとして事᱌の状況に応じた適切な対応を行う。 

 

第３❶ ༊のែໃ                                       

  

区は、事故等の᝟ሗをᚓたとき被害状況や区民生活への影響ᗘに応じて、適切な対応を行うため、

その事᱌の状況に応じてୗグの態ໃにより対応する。 

 

第１ 事案のࣞ࣋ࣝのᐃ⩏ 

１ ࣞ࣋ル１ 

事᱌が特定の分㔝に限定されるため、所管部ᒁ中心で対処できる場合 

２ ࣞ࣋ル２ 

事᱌の規模が拡大し、区民生活への影響が大きくなるおそれのある場合 

㸱 ࣞ࣋ル㸱  

事᱌がさらに大規模でかつ῝้であり、区をあࡆて対処することが必要となる場合 

 

第２ 事案のࣞ࣋ࣝ࡟応ࡌた対応 

１ ࣞ࣋ル１ 

防災危機管理ᐊ長を長として防災危機管理ࢭンター、所管部ᒁ、関係部ᒁ等が連⤡ࢳー࣒を設

置して、事᱌の発生現場に連⤡ဨをὴ㐵するなど୺に᝟ሗ཰集等を行う。 

２ ࣞ࣋ル２ 

防災危機管理ᐊ長を長とする危機管理対策連⤡ᐊを設置し、୺管部ᒁ、関係部ᒁ等が対応する。

必要であれࡤ、๪区長を長とする危機管理対策఍㆟を㛤ദし、対応᪉針を᳨ウする。 

㸱 ࣞ࣋ル㸱  

第㸳部 ኱つᶍ஦ᨾ➼ᑐ⟇計⏬ 

第２編 ஦᱌࡬のඹ通したᑐᛂ 

- 387 - 
 

区㛗を㛗とࡍる༴ᶵ⟶⌮ᑐ⟇本部をタ⨨し、区の඲⤌⧊でᑐᛂࡍる。 

※ ஦᱌ᑐ⟇⤌⧊は、ẁ㝵的に上఩ࣞ࣋ࣝに移⾜ࡍるሙ合と、஦ᨾ➼Ⓨ生ᙜึからࣞ࣋ࣝにあࢃ

 。るሙ合があるࡍたែ勢をᵓ⠏ࡏ

※ ༴ᶵ⟶⌮ᑐ⟇本部の⤌⧊は、第２部第４編第１❶ࠕ第６ ⅏ᐖᑐ⟇本部のタ⨨及び㐠Ⴀ （ࠖ139

㺫㺽㺎㺚㺼）とྠ様とし、区各部のᡤᤸ஦ົにࡘいても本部᮲౛つ則を‽⏝ࡍるものとࡍる。 

 

第㸱 ఇ᪥࣭ኪ㛫ࡢ⫋ဨࡢཧ㞟 

１ ࣞ࣋ࣝ１ 

㆙ᡄ勤ົ者が、㜵⅏༴ᶵ⟶⌮࣮ࢱࣥࢭの各ㄢ㛗、஦᱌に㛵㐃ࡍる主⟶ㄢ㛗に㐃⤡し、⥭ᛴにᑐ

ᛂࡍるᚲせがあるሙ合には༠㆟の上たࡔちにཧ㞟ࡍる。 

２ ࣞ࣋ࣝ２ 

第２部第４編第１❶ࠕ第㸳 ３ ఇ日・ኪ間のែ勢 （ࠖ136㺫㺽㺎㺚㺼）とྠ様のែ勢とし、⟶⌮⫋、区

及び㏆᥋区にᒃ住ࡍるಀ㛗及び⫋ົ上ཧ㞟がồࡵられる⫋ဨがཧ㞟ࡍる。 

３ ࣞ࣋ࣝ３  

第２部第４編第１❶ࠕ第㸳 ２ 㠀ᖖ㓄ഛែ勢 （ࠖ135㺫㺽㺎㺚㺼）とྠ様のែ勢とし、඲⫋ဨがཧ㞟ࡍ

る。 

 

第４ ⅏ᐖᑐ⟇ᮏ㒊ࡢ࡬⛣⾜ 

⅏ᐖᑐ⟇基本ἲ第２᮲第１ྕにᐃࡵる⅏ᐖで⅏ᐖᩆຓἲ᪋⾜令第１᮲にᐃࡵる⛬度のものとなっ

たሙ合には、⅏ᐖᑐ⟇本部をタ⨨しᑐᛂࡍる。 

ࣞ࣋ࣝにᛂじた஦᱌ᑐᛂ⤌⧊ᅗは、（388㺫㺽㺎㺚㺼）をཧ↷。 
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第２編 事案への共通した対応 
 

 本編では、大規模事故等発生時に事故内ᐜに関わらず、区が事᱌に対してඹ通して対応すべき基本

的な事㡯について定める。 

 

第１❶ ᖹ᫬のഛ࠼                                         

 

区では、平時より危機管理᝟ሗをྛ部でඹ᭷するため危機管理対策᳨ウ部఍を⤌⧊し必要に応じ఍

㆟を㛤ദしている。この⤌⧊は、防災危機管理ᐊ長を部఍長としྛ部のᗢ務ᢸᙜㄢ長と事故等が発生

した場合に部ᒁを㉸えて対応がồめられるᗈሗㄢ長、᝟ሗࢩス࣒ࢸㄢ長、⫋ဨㄢ長、地ᇦ防災ᢸᙜㄢ

長、総務部๪ཧ事（防災計画等・特命ᢸᙜ）、総務部๪ཧ事（生活安全・特命ᢸᙜ）で⤌⧊される。 

 

第２❶ ึືែໃ                                      

  

大規模事故等の事᱌が発生した場合、事故等の᝟ሗをᚓた所管ㄢは、事᱌の重要性に関わらず防災

危機管理ࢭンターへ連⤡するものとする。防災危機管理ࢭンターは、事᱌の状況を分ᯒするとともに、

᝟ሗの⤖⠇Ⅼとして事᱌の状況に応じた適切な対応を行う。 

 

第３❶ ༊のែໃ                                       

  

区は、事故等の᝟ሗをᚓたとき被害状況や区民生活への影響ᗘに応じて、適切な対応を行うため、

その事᱌の状況に応じてୗグの態ໃにより対応する。 

 

第１ 事案のࣞ࣋ࣝのᐃ⩏ 

１ ࣞ࣋ル１ 

事᱌が特定の分㔝に限定されるため、所管部ᒁ中心で対処できる場合 

２ ࣞ࣋ル２ 

事᱌の規模が拡大し、区民生活への影響が大きくなるおそれのある場合 

㸱 ࣞ࣋ル㸱  

事᱌がさらに大規模でかつ῝้であり、区をあࡆて対処することが必要となる場合 

 

第２ 事案のࣞ࣋ࣝ࡟応ࡌた対応 

１ ࣞ࣋ル１ 

防災危機管理ᐊ長を長として防災危機管理ࢭンター、所管部ᒁ、関係部ᒁ等が連⤡ࢳー࣒を設

置して、事᱌の発生現場に連⤡ဨをὴ㐵するなど୺に᝟ሗ཰集等を行う。 

２ ࣞ࣋ル２ 

防災危機管理ᐊ長を長とする危機管理対策連⤡ᐊを設置し、୺管部ᒁ、関係部ᒁ等が対応する。

必要であれࡤ、๪区長を長とする危機管理対策఍㆟を㛤ദし、対応᪉針を᳨ウする。 

㸱 ࣞ࣋ル㸱  
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区㛗を㛗とࡍる༴ᶵ⟶⌮ᑐ⟇本部をタ⨨し、区の඲⤌⧊でᑐᛂࡍる。 

※ ஦᱌ᑐ⟇⤌⧊は、ẁ㝵的に上఩ࣞ࣋ࣝに移⾜ࡍるሙ合と、஦ᨾ➼Ⓨ生ᙜึからࣞ࣋ࣝにあࢃ

 。るሙ合があるࡍたែ勢をᵓ⠏ࡏ

※ ༴ᶵ⟶⌮ᑐ⟇本部の⤌⧊は、第２部第４編第１❶ࠕ第６ ⅏ᐖᑐ⟇本部のタ⨨及び㐠Ⴀ （ࠖ139

㺫㺽㺎㺚㺼）とྠ様とし、区各部のᡤᤸ஦ົにࡘいても本部᮲౛つ則を‽⏝ࡍるものとࡍる。 

 

第㸱 ఇ᪥࣭ኪ㛫ࡢ⫋ဨࡢཧ㞟 

１ ࣞ࣋ࣝ１ 

㆙ᡄ勤ົ者が、㜵⅏༴ᶵ⟶⌮࣮ࢱࣥࢭの各ㄢ㛗、஦᱌に㛵㐃ࡍる主⟶ㄢ㛗に㐃⤡し、⥭ᛴにᑐ

ᛂࡍるᚲせがあるሙ合には༠㆟の上たࡔちにཧ㞟ࡍる。 

２ ࣞ࣋ࣝ２ 

第２部第４編第１❶ࠕ第㸳 ３ ఇ日・ኪ間のែ勢 （ࠖ136㺫㺽㺎㺚㺼）とྠ様のែ勢とし、⟶⌮⫋、区

及び㏆᥋区にᒃ住ࡍるಀ㛗及び⫋ົ上ཧ㞟がồࡵられる⫋ဨがཧ㞟ࡍる。 

３ ࣞ࣋ࣝ３  

第２部第４編第１❶ࠕ第㸳 ２ 㠀ᖖ㓄ഛែ勢 （ࠖ135㺫㺽㺎㺚㺼）とྠ様のែ勢とし、඲⫋ဨがཧ㞟ࡍ

る。 

 

第４ ⅏ᐖᑐ⟇ᮏ㒊ࡢ࡬⛣⾜ 

⅏ᐖᑐ⟇基本ἲ第２᮲第１ྕにᐃࡵる⅏ᐖで⅏ᐖᩆຓἲ᪋⾜令第１᮲にᐃࡵる⛬度のものとなっ

たሙ合には、⅏ᐖᑐ⟇本部をタ⨨しᑐᛂࡍる。 

ࣞ࣋ࣝにᛂじた஦᱌ᑐᛂ⤌⧊ᅗは、（388㺫㺽㺎㺚㺼）をཧ↷。 
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ࣞ࣋ルに応じた事᱌対応⤌⧊ᅗ 

 

 

 

  

 

             

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第㸲❶ ⌧ᆅ㐃⤡ㄪᩚᡤ                                  

 

大規模事故等の発生時、その事᱌の発生現地において、活動する機関がそれࡒれ᝟ሗをඹ᭷し、連

携して事態の対応にあたることが重要である。このため、区は都と連携し、ྛ機関のཧຍをᚓて現地

連⤡ㄪᩚ所を設置する。 

 

第１ ⫋ဨのὴ㐵 

事故等の᝟ሗをᚓたときは、区は、その被害状況等をṇ確に把握するため、防災危機管理ࢭンタ

ーの⫋ဨをὴ㐵する。ὴ㐵された⫋ဨは、ḟの状況をㄪᰝしሗ࿌する。 

１ 事故等の状況 

２ 被災者の状況 

㸱 応急措置、ᩆ護活動の状況 

４ 㑊㞴の必要性 

５ 住民等の動ྥ、要ᮃ等 

㸴 その他必要事㡯 

 

ࣞ࣋ࣝ１ 

事᱌が特定の分㔝に限定

され、所管部ᒁで対応可

能な場合 

ࣞ࣋ࣝ２ 

事᱌の規模が拡大し、区

民生活への影響が大きく

なるおそれがある場合 

ࣞ࣋ࣝ３ 

事᱌がさらに大規模で、

かつ῝้であり、区をあ

て対応する必要があるࡆ

場合 

危
機
管
理
対
策
連
⤡
ᐊ 

(

事
᱌
に
関
係
す
る
᳨
ウ
部
఍
ဨ) 

危機管理対策఍㆟ 

(๪区長、関係部ᒁ長) 

危機管理対策本部 

(区長、๪区長、ᩍ⫱長、全部ᒁ長) 

ͤ 災害対策基本法第２条第１号に 
ヱᙜする場合 

災害対策本部 

(区長、๪区長、ᩍ⫱長、 

全部ᒁ長) 

 

総務部防災危機管理ㄢ 

連⤡ࢳー࣒(総務ㄢ、ᗈሗㄢ等) 

所管部ᒁ 

関係部ᒁ 

ͤ 事᱌の発生現場に連⤡ဨをὴ㐵 
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第２ タ⨨ሙᡤ 

 タ⨨ሙᡤは、㛵ಀᶵ㛵とḟの஦㡯を⪃៖し༠㆟の上Ỵᐃࡍる。 

１ ஦᱌のⓎ生ሙᡤの㏆㞄であるࡇと 

２ Ᏻ඲が☜ಖでࡁるࡇと 

３ 㛵ಀᶵ㛵と調整がᐜ᫆であるࡇと 

 

第㸱 ཧຍࡀ᝿ᐃࡿࢀࡉ㛵ಀᶵ㛵 

１ 都 

２ ஦ᨾᙜ஦者ᶵ㛵(஺通ᶵ㛵、ࣛࣥ࢖ࣛࣇ࢖ᶵ㛵な࡝) 

３ ㆙どᗇ 

４ 東京ᾘ㜵ᗇ 

㸳 ᾘ㜵ᅋ 

６ ⮬⾨㝲 

㸵 日本㉥༑Ꮠ♫東京都支部 

㸶 ་ᖌ఍ な࡝ 

 

第４ 㐃⤡ㄪᩚࢆせࡿࡍ஦㡯➼ 

１ ⿕ᐖ≧況のᢕᥱ 

２ ⅏ᐖ現ሙの≧況ᢕᥱ 

３ ㆙ᡄ区域の☜ㄆ 

４ 各ᶵ㛵のᙺ๭ศᢸ、ศᢸ区域の☜ㄆ 

㸳 各ᶵ㛵の部㝲ὴ㐵≧況及び見㎸み 

６ ⿕⅏者➼が୍᫬的に㑊㞴ࡍる᪋タ・ሙᡤの☜ಖに㛵ࡍる調整 

㸵 ㍍⑕者の⮫᫬的な移㏦や་⒪ᩆㆤに㛵ࡍる調整 

㸶 㔜⑕者の་⒪ᶵ㛵࡬のᦙ㏦に㛵ࡍる調整（࣊ࣜᦙ㏦ྵࡴ。） 

㸷 㑇యのᦙ㏦及びᏳ⨨ሙᡤ➼の調整 

10 各ᶵ㛵がⓎ⾲ࡍるᗈሗ内ᐜの☜ㄆ➼ 

11 民間᪋タ➼の౑⏝に㛵ࡍる☜ㄆ 

12 ⮫᫬࣏࣮࣊ࣜࢺのタ⨨・㐠⏝に㛵ࡍる調整 

13 その他、各ᶵ㛵がᚲせとࡍる஦㡯 

 

第㸳 ⌧地ㄪᩚ会㆟ࡢ㛤ദ 

各ᶵ㛵のᣢࡘ᝟ሗのᥦ౪、㐃⤡調整をせࡍる஦㡯のỴᐃ、☜ㄆ➼を⾜࠺たࡵ、各ᶵ㛵の௦⾲によ

り、㝶᫬ཪはᐃᮇに現地調整఍㆟を㛤ദࡍる。 

 

第㸳章 ᝟ሗ཰㞟ࠊ᝟ሗఏ㐩                                

 

区内で኱つᶍな஦ᨾ➼がⓎ生したሙ合、⿕ᐖのᣑ኱を㜵Ṇし、的☜かࡘ㎿㏿なᑐᛂを⾜っていくた

るᚲせがある。区では、各㛵ಀᶵ㛵からの通ሗや⊂⮬の᝟ሗࡍに、⿕⅏≧況➼のṇ☜な᝟ሗを཰㞟ࡵ
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ࣞ࣋ルに応じた事᱌対応⤌⧊ᅗ 

 

 

 

  

 

             

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第㸲❶ ⌧ᆅ㐃⤡ㄪᩚᡤ                                  

 

大規模事故等の発生時、その事᱌の発生現地において、活動する機関がそれࡒれ᝟ሗをඹ᭷し、連

携して事態の対応にあたることが重要である。このため、区は都と連携し、ྛ機関のཧຍをᚓて現地

連⤡ㄪᩚ所を設置する。 

 

第１ ⫋ဨのὴ㐵 

事故等の᝟ሗをᚓたときは、区は、その被害状況等をṇ確に把握するため、防災危機管理ࢭンタ

ーの⫋ဨをὴ㐵する。ὴ㐵された⫋ဨは、ḟの状況をㄪᰝしሗ࿌する。 

１ 事故等の状況 

２ 被災者の状況 

㸱 応急措置、ᩆ護活動の状況 

４ 㑊㞴の必要性 

５ 住民等の動ྥ、要ᮃ等 

㸴 その他必要事㡯 

 

ࣞ࣋ࣝ１ 

事᱌が特定の分㔝に限定

され、所管部ᒁで対応可

能な場合 

ࣞ࣋ࣝ２ 

事᱌の規模が拡大し、区

民生活への影響が大きく

なるおそれがある場合 

ࣞ࣋ࣝ３ 

事᱌がさらに大規模で、

かつ῝้であり、区をあ

て対応する必要があるࡆ

場合 

危
機
管
理
対
策
連
⤡
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事
᱌
に
関
係
す
る
᳨
ウ
部
఍
ဨ) 

危機管理対策఍㆟ 

(๪区長、関係部ᒁ長) 

危機管理対策本部 

(区長、๪区長、ᩍ⫱長、全部ᒁ長) 

ͤ 災害対策基本法第２条第１号に 
ヱᙜする場合 

災害対策本部 

(区長、๪区長、ᩍ⫱長、 

全部ᒁ長) 

 

総務部防災危機管理ㄢ 

連⤡ࢳー࣒(総務ㄢ、ᗈሗㄢ等) 

所管部ᒁ 

関係部ᒁ 

ͤ 事᱌の発生現場に連⤡ဨをὴ㐵 
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第２ タ⨨ሙᡤ 

 タ⨨ሙᡤは、㛵ಀᶵ㛵とḟの஦㡯を⪃៖し༠㆟の上Ỵᐃࡍる。 

１ ஦᱌のⓎ生ሙᡤの㏆㞄であるࡇと 

２ Ᏻ඲が☜ಖでࡁるࡇと 

３ 㛵ಀᶵ㛵と調整がᐜ᫆であるࡇと 

 

第㸱 ཧຍࡀ᝿ᐃࡿࢀࡉ㛵ಀᶵ㛵 

１ 都 

２ ஦ᨾᙜ஦者ᶵ㛵(஺通ᶵ㛵、ࣛࣥ࢖ࣛࣇ࢖ᶵ㛵な࡝) 

３ ㆙どᗇ 

４ 東京ᾘ㜵ᗇ 

㸳 ᾘ㜵ᅋ 

６ ⮬⾨㝲 

㸵 日本㉥༑Ꮠ♫東京都支部 

㸶 ་ᖌ఍ な࡝ 

 

第４ 㐃⤡ㄪᩚࢆせࡿࡍ஦㡯➼ 

１ ⿕ᐖ≧況のᢕᥱ 

２ ⅏ᐖ現ሙの≧況ᢕᥱ 

３ ㆙ᡄ区域の☜ㄆ 

４ 各ᶵ㛵のᙺ๭ศᢸ、ศᢸ区域の☜ㄆ 

㸳 各ᶵ㛵の部㝲ὴ㐵≧況及び見㎸み 

６ ⿕⅏者➼が୍᫬的に㑊㞴ࡍる᪋タ・ሙᡤの☜ಖに㛵ࡍる調整 

㸵 ㍍⑕者の⮫᫬的な移㏦や་⒪ᩆㆤに㛵ࡍる調整 

㸶 㔜⑕者の་⒪ᶵ㛵࡬のᦙ㏦に㛵ࡍる調整（࣊ࣜᦙ㏦ྵࡴ。） 

㸷 㑇యのᦙ㏦及びᏳ⨨ሙᡤ➼の調整 

10 各ᶵ㛵がⓎ⾲ࡍるᗈሗ内ᐜの☜ㄆ➼ 

11 民間᪋タ➼の౑⏝に㛵ࡍる☜ㄆ 

12 ⮫᫬࣏࣮࣊ࣜࢺのタ⨨・㐠⏝に㛵ࡍる調整 

13 その他、各ᶵ㛵がᚲせとࡍる஦㡯 

 

第㸳 ⌧地ㄪᩚ会㆟ࡢ㛤ദ 

各ᶵ㛵のᣢࡘ᝟ሗのᥦ౪、㐃⤡調整をせࡍる஦㡯のỴᐃ、☜ㄆ➼を⾜࠺たࡵ、各ᶵ㛵の௦⾲によ

り、㝶᫬ཪはᐃᮇに現地調整఍㆟を㛤ദࡍる。 

 

第㸳章 ᝟ሗ཰㞟ࠊ᝟ሗఏ㐩                                

 

区内で኱つᶍな஦ᨾ➼がⓎ生したሙ合、⿕ᐖのᣑ኱を㜵Ṇし、的☜かࡘ㎿㏿なᑐᛂを⾜っていくた

るᚲせがある。区では、各㛵ಀᶵ㛵からの通ሗや⊂⮬の᝟ሗࡍに、⿕⅏≧況➼のṇ☜な᝟ሗを཰㞟ࡵ
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཰集活動により事故等の᝟ሗをධᡭするとともに、被害状況の把握及び᝟ሗ連⤡にດめる。 

 

第１ ྛᶵ㛵ࡽ࠿の᝟ሗ཰㞟ྛࠊᶵ㛵への᝟ሗఏ㐩 

事故等の現地からの᝟ሗについては、現地にὴ㐵した⫋ဨから཰集することとする。こうした事

態に備え、防災危機管理ࢭンターでは現地との᝟ሗ連⤡のために災害時優先電ヰを用ពしている。

また、その他警察⨫、消防⨫をはじめとする関係機関からの᝟ሗ཰集及びྛ機関へのఏ㐩は、第２

部第５編第１❶「第４ ᝟ሗ通ಙ連⤡態ໃ」（188㺫㺽㺎㺚㺼）により行う。なお、指定電ヰが฼用できな

い場合は、地ᇦ防災↓⥺を฼用する。 

 

第２ ᝟ሗのࡵ࡜ࡲࡾ࡜ 

事故等の状況の把握、とりまとめ及び分ᯒは、防災危機管理ࢭンターで行うこととする。なお、

危険物に係る事故など専㛛的▱㆑が必要な事故等が発生した場合には、国や都の専㛛機関と連携し

᝟ሗをとりまとめる。 

 

第３ ᝟ሗの共᭷ 

区の内部での᝟ሗのඹ᭷は、事᱌のࣞ࣋ルに応じて設置する఍㆟で行うこととする。なお、区全

体で事᱌に対応する必要がある場合については、第２部第５編第１❶「第４ ᝟ሗ通ಙ連⤡態ໃ」（189

㺫㺽㺎㺚㺼）により、ྛ部に᝟ሗをఏ㐩する。 

 

第㸴❶ ᗈ ሗ                                        

 

事故等が発生した場合のᗈሗについて、区は、基本的に区民等にその᝟ሗをᥦ౪することとする。

特に、஧ḟ災害やࢡࢵࢽࣃのおそれのある場合には、区民をはじめ事業者、来街者にも迅速にṇ確な

᝟ሗを適ᐅᥦ౪する必要がある。また、事故等により人的被害があった場合の安ྰ᝟ሗの取ᢅいにつ

いては、関係機関とㄪᩚし対応する。 

 

第１ ሗ㐨ᶵ㛵ࠊ༊Ẹ等への᝟ሗのᥦ౪ 

事᱌がࣞ࣋ル１のときは、ሗ㐨機関や区民からの取ᮦや問合せに対して、事᱌の୺管ㄢ及びᗈሗ

ㄢで対応する。ࣞ࣋ル２以上のときは、᝟ሗのすべてをᗈሗㄢで取りまとめて対応する。 

 

第２ ᗈሗෆᐜ 

１ 事故、事件等の発生状況 

２ 㑊㞴່࿌、㑊㞴指♧（緊急）等区民の行動に対する指♧ 

㸱 関係機関の応急対策の状況 

 ᝟ሗへのὀពの࿧びかけ࣐ࢹ、防止ࢡࢵࢽࣃ ４

５ 住民への安ྰ᝟ሗ など 

 

第３ ᗈሗᡭẁ 

１ 防災行政↓⥺、緊急࿌▱ラ࢜ࢪ 
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２ ࣍ー࣒࣌ーࢪ、安全・安心࣓ール、ϱ（ᪧTwitter）、Facebook、㹊㹇Ｎ㹃 

㸱 スࣆーカー௜き庁᭷㌴ など 

 

第㸲 Ᏻྰ᝟ሗのྲྀᢅ࠸ 

大規模事故等発生時の安ྰ᝟ሗの཰集は、ṇ確性がồめられる一᪉で᝟ሗが㘒⥈するためᅔ㞴な

状況となることが᝿定される。このため、区は、都、警察⨫、消防⨫、事故ᙜ事者機関、཰ᐜ་⒪

機関等からの᝟ሗ཰集を行い、ྡ⡙をస成する。また、᝟ሗのබ⾲については、ྛ機関と༠㆟した

上で、බ⾲内ᐜ、බ⾲時ᮇ等の⤫一をᅗるようດめる。 

 

第㸵❶ ㆙ഛࠊ஺通規ไࠊ㆙ᡄ༊ᇦのタᐃ                               

 

事故等の原因が࢞ス爆発、࢔ンࣔ₃࢔ࢽえい等の危険物事故やＮＢＣ災害などの場合、区民が事故

現場࿘㎶に␃まることにより஧ḟ災害をᣍくおそれがある。こうした事態を㑊けるため、区は、警察

⨫、消防⨫と連携し、警備、஺通規制、警ᡄ区ᇦの設定を行う。 

 

第１ ஧ḟ⅏ᐖの༴㝤ᛶのุ᩿ 

事故等の被害状況、原因等が明確になっていない場合は、᭱悪の事態を᝿定し、都、警察⨫、消

防⨫、事故ᙜ事者機関等と༠㆟し、஧ḟ災害の危険性を判断する。 

 

第２ ㆙ഛែໃ 

警察⨫は、事故等が発生した場合は、関係機関と密接な連携を保ᣢしながら、総合的な災害対策

活動の推進にᐤ与するとともに、᪩ᮇに警備態ໃを確立する。 

 

第３ ㆙ഛάື 

１ 警察⨫は、ḟの活動を行う。 

(1) ஺通⛛ᗎの確保 

(2) ≢⨥の予防及び取⥾り など 

２ 警察⨫及び消防⨫は、密接な連携のもと、ḟの活動を行う。 

(1) 災害地における災害関係の᝟ሗ཰集 

(2) 㑊㞴者のㄏᑟ 

(3) 危険物等の保安 など 

 

第㸲 ஺通規ไ 

警察⨫は、஺通᝟ሗの཰集を行い、一般㌴୧の㎽ᅇ措置等を行うとともに、ᗈᇦ的な事故の場合

には、ᒁ地的な通行⚗止、通行制限等適切な஺通規制を行う。 

 

第５ ㆙ᡄ༊ᇦのタᐃ 

警察⨫及び消防⨫は、地形、風ྥき、大規模集客施設の᭷↓なども考៖し、関係機関と༠㆟の上、

警ᡄ区ᇦを設定する。 

େ
ن
໛
ࣄ
ނ
౳

ର

ࡦ

ܭ

ը



第５部 大規模事故等対策計画 

第２編 事᱌へのඹ通した対応 

- 390 - 
 

཰集活動により事故等の᝟ሗをධᡭするとともに、被害状況の把握及び᝟ሗ連⤡にດめる。 

 

第１ ྛᶵ㛵ࡽ࠿の᝟ሗ཰㞟ྛࠊᶵ㛵への᝟ሗఏ㐩 

事故等の現地からの᝟ሗについては、現地にὴ㐵した⫋ဨから཰集することとする。こうした事

態に備え、防災危機管理ࢭンターでは現地との᝟ሗ連⤡のために災害時優先電ヰを用ពしている。

また、その他警察⨫、消防⨫をはじめとする関係機関からの᝟ሗ཰集及びྛ機関へのఏ㐩は、第２

部第５編第１❶「第４ ᝟ሗ通ಙ連⤡態ໃ」（188㺫㺽㺎㺚㺼）により行う。なお、指定電ヰが฼用できな

い場合は、地ᇦ防災↓⥺を฼用する。 

 

第２ ᝟ሗのࡵ࡜ࡲࡾ࡜ 

事故等の状況の把握、とりまとめ及び分ᯒは、防災危機管理ࢭンターで行うこととする。なお、

危険物に係る事故など専㛛的▱㆑が必要な事故等が発生した場合には、国や都の専㛛機関と連携し

᝟ሗをとりまとめる。 

 

第３ ᝟ሗの共᭷ 

区の内部での᝟ሗのඹ᭷は、事᱌のࣞ࣋ルに応じて設置する఍㆟で行うこととする。なお、区全

体で事᱌に対応する必要がある場合については、第２部第５編第１❶「第４ ᝟ሗ通ಙ連⤡態ໃ」（189

㺫㺽㺎㺚㺼）により、ྛ部に᝟ሗをఏ㐩する。 

 

第㸴❶ ᗈ ሗ                                        

 

事故等が発生した場合のᗈሗについて、区は、基本的に区民等にその᝟ሗをᥦ౪することとする。

特に、஧ḟ災害やࢡࢵࢽࣃのおそれのある場合には、区民をはじめ事業者、来街者にも迅速にṇ確な

᝟ሗを適ᐅᥦ౪する必要がある。また、事故等により人的被害があった場合の安ྰ᝟ሗの取ᢅいにつ

いては、関係機関とㄪᩚし対応する。 

 

第１ ሗ㐨ᶵ㛵ࠊ༊Ẹ等への᝟ሗのᥦ౪ 

事᱌がࣞ࣋ル１のときは、ሗ㐨機関や区民からの取ᮦや問合せに対して、事᱌の୺管ㄢ及びᗈሗ

ㄢで対応する。ࣞ࣋ル２以上のときは、᝟ሗのすべてをᗈሗㄢで取りまとめて対応する。 

 

第２ ᗈሗෆᐜ 

１ 事故、事件等の発生状況 

２ 㑊㞴່࿌、㑊㞴指♧（緊急）等区民の行動に対する指♧ 

㸱 関係機関の応急対策の状況 

 ᝟ሗへのὀពの࿧びかけ࣐ࢹ、防止ࢡࢵࢽࣃ ４

５ 住民への安ྰ᝟ሗ など 

 

第３ ᗈሗᡭẁ 

１ 防災行政↓⥺、緊急࿌▱ラ࢜ࢪ 
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２ ࣍ー࣒࣌ーࢪ、安全・安心࣓ール、ϱ（ᪧTwitter）、Facebook、㹊㹇Ｎ㹃 

㸱 スࣆーカー௜き庁᭷㌴ など 

 

第㸲 Ᏻྰ᝟ሗのྲྀᢅ࠸ 

大規模事故等発生時の安ྰ᝟ሗの཰集は、ṇ確性がồめられる一᪉で᝟ሗが㘒⥈するためᅔ㞴な

状況となることが᝿定される。このため、区は、都、警察⨫、消防⨫、事故ᙜ事者機関、཰ᐜ་⒪

機関等からの᝟ሗ཰集を行い、ྡ⡙をస成する。また、᝟ሗのබ⾲については、ྛ機関と༠㆟した

上で、බ⾲内ᐜ、බ⾲時ᮇ等の⤫一をᅗるようດめる。 

 

第㸵❶ ㆙ഛࠊ஺通規ไࠊ㆙ᡄ༊ᇦのタᐃ                               

 

事故等の原因が࢞ス爆発、࢔ンࣔ₃࢔ࢽえい等の危険物事故やＮＢＣ災害などの場合、区民が事故

現場࿘㎶に␃まることにより஧ḟ災害をᣍくおそれがある。こうした事態を㑊けるため、区は、警察

⨫、消防⨫と連携し、警備、஺通規制、警ᡄ区ᇦの設定を行う。 

 

第１ ஧ḟ⅏ᐖの༴㝤ᛶのุ᩿ 

事故等の被害状況、原因等が明確になっていない場合は、᭱悪の事態を᝿定し、都、警察⨫、消

防⨫、事故ᙜ事者機関等と༠㆟し、஧ḟ災害の危険性を判断する。 

 

第２ ㆙ഛែໃ 

警察⨫は、事故等が発生した場合は、関係機関と密接な連携を保ᣢしながら、総合的な災害対策

活動の推進にᐤ与するとともに、᪩ᮇに警備態ໃを確立する。 

 

第３ ㆙ഛάື 

１ 警察⨫は、ḟの活動を行う。 

(1) ஺通⛛ᗎの確保 

(2) ≢⨥の予防及び取⥾り など 

２ 警察⨫及び消防⨫は、密接な連携のもと、ḟの活動を行う。 

(1) 災害地における災害関係の᝟ሗ཰集 

(2) 㑊㞴者のㄏᑟ 

(3) 危険物等の保安 など 

 

第㸲 ஺通規ไ 

警察⨫は、஺通᝟ሗの཰集を行い、一般㌴୧の㎽ᅇ措置等を行うとともに、ᗈᇦ的な事故の場合

には、ᒁ地的な通行⚗止、通行制限等適切な஺通規制を行う。 

 

第５ ㆙ᡄ༊ᇦのタᐃ 

警察⨫及び消防⨫は、地形、風ྥき、大規模集客施設の᭷↓なども考៖し、関係機関と༠㆟の上、

警ᡄ区ᇦを設定する。 
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第㸶❶ 㑊 㞴                                    

 

大規模火災、危険物の₃えい、爆発事故などの大規模事故が発生した場合には、事故発生௜近の区

民を㑊㞴させる必要がある。区長は、災害対策基本法に基づき警察⨫、消防⨫と連携し区民等を危険

地Ⅼから㑊㞴、ㄏᑟさせる。 

 

第１ 㑊㞴ᣦ♧࠺⾜ࢆሙྜ 

１ 火災が拡大するおそれがあるとき 

２ 爆発のおそれがあるとき 

㸱 危険物、高ᅽ࢞ス等の流ฟ拡ᩓにより、ᗈᇦ的に人命の危機が予 されるとき 

４ その他、区民の生命又は身体を災害から保護するため、必要と認められるとき 

 

第２ 㑊㞴のᣦ♧ 

区長は、㑊㞴が必要と認める場合には、警察⨫長、消防⨫長と༠㆟のうえ、㑊㞴先を定めて㑊㞴

の指♧を行う。㑊㞴の指♧を行った場合には、区長は┤ࡕに都▱事にその᪨をሗ࿌する。 

 

第３ 応ᛴබ⏝㈇ᢸ 

区長は、応急措置を実施するうえで緊急の必要があると認めるときは、災害対策基本法第64条の

規定に基づきᅵ地、ᘓ⠏物など一時౑用・཰用㝖ཤなどを行うことができる。このᶒ限の行౑によ

ってᦆኻをཷけた者に対しては、同法第82条に基づき時౯によりそのᦆኻを⿵ሸする。 

 

第㸲 㑊㞴のㄏᑟ 

警察⨫、消防⨫、消防ᅋ、事業所、防災区民⤌⧊などの༠力をᚓて、なるべく⏫఍、自἞఍単఩

で㑊㞴所にㄏᑟする。なお、㑊㞴行動要支援者については、防災区民⤌⧊に㓄ᕸしてある災害時地

ᇦたすけあいྡ⡙の᝟ሗをもとに㑊㞴を支援する。 

 

第５ 㑊㞴ᡤのᣦᐃ 

㑊㞴所は、㑊㞴の່࿌、指♧を行った場合や㑊㞴が長時間に及ࡪおそれがある場合に、㛤設する

こととする。㑊㞴所の指定は、警察⨫、消防⨫との༠㆟により安全が確保できる場所を、施設とㄪ

ᩚᚋ、㛤設する。 

 

第㸴 㣗ᩱࠊ⏕άᚲ㟂ရの౪⤥ 

 㑊㞴が長時間に及ࡪおそれがあるときは、災害対策用に備⵳してある物㈨を活用する。 

 

第㸷❶ ᩆຓࠊᩆᛴάື等                                    

 

ᩆຓ、ᩆ急活動は、警察⨫、消防⨫及び区が連携して行うこととし、関係機関はこれに༠力する。

また、行᪉୙明者のㄪᰝについては警察⨫が行う。 
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第１ 㒔の་⒪యไ 

東ி消防庁は、事故等により多数のയ⑓者が発生した場合、東ி㹂㹋㸿㹒(་ᖌ、┳護ᖌでᵓ成さ

れ、災害や事故の㝿にいࡕ᪩く現場に㥑けつけ、ᩆ命་⒪をᥦ౪する་⒪ࢳー࣒で東ி消防庁と連

携して活動する)を要ㄳする。東ி㹂㹋㸿㹒は、࢔ࣜࢺーࢪ・ᩆ急་⒪を୺たる௵務とする。また、

都保健་⒪ᒁは、東ி都་ᖌ఍及び日本㉥༑Ꮠ♫東ி都支部の་⒪ᩆ護⌜を要ㄳする。 

 

第２ ་⒪ᩆㆤᡤタ⨨のせㄳ 

区は、多数のയ⑓者が発生し、そのᩆฟ及び་⒪機関へのᦙ送に時間を要するとぢ㎸まれたとき

は、事故現場௜近の区施設を་⒪ᩆ護所として指定し、་⒪ᩆ護⌜のὴ㐵を་ᖌ఍に要ㄳする。 

 

第３ ཰ᐜ་⒪ᶵ㛵の☜ಖࠊᦙ㏦ 

㈇യ者を཰ᐜする་⒪機関の確保及びᦙ送は、都、区及び東ி消防庁が連携して行う。 

 

第㸲 ་⸆ရࠊ㈨ჾᮦの☜ಖ 

区は、་⒪ᩆ護⌜のὴ㐵を要ㄳしたときは、災害対策用に保管している་⸆ရ、㈨器ᮦをᥦ౪す

る。୙㊊が生じるおそれがある場合には、⸆剤ᖌ఍にㄪ㐩を要ㄳし、それでもなお୙㊊する場合は、

卸売㈍売業者からㄪ㐩する。 

 

第５ ೺ᗣ┦ㄯ❆ཱྀのタ⨨ 

毒物・๻物、ᨺᑕ⥺等の事故が発生した場合、区は、区民の健康୙安をゎ消するため、་⒪┦ㄯ

❆口を設置する。 

 

第㸴 ⿕ᐖ⪅ཬࡑࡧの㑇᪘へのึᮇⓗᨭ᥼ 

区は、大規模事故等が発生した場合、被害者及びその㑇᪘の支援を行うために必要な᝟ሗの཰集、

管理、要ᮃཷ௜、対応、関係機関との連⤡ㄪᩚにあたるとともに⢭⚄的なⱞ③の㍍ῶにດめるもの

とする。 

 

第10❶ 㑇యの཰ᐜ᳨ࠊど᳨ࠊ案                              

 

大規模事故等により多数のṚஸ者が発生した場合には、そのᤚ⣴、཰ᐜ、᳨ど・᳨᱌等のྛẁ階に

おいて、区は都、警察⨫、その他関係機関等と┦஫に連携し対応するものとする。 

 

第１ ᙺ๭ศᢸ 

１ 事故等により多数のṚ者が発生し、事故の原因者・所管施設の管理者が対応できない場合、区

は、自然災害と同様に総合ス࣏ーࢭࢶンター地ୗ２階に㑇体཰ᐜ所を設置する。 

２ 区が㑇体཰ᐜ所を設置した場合、その管理は区が行う。 

㸱 㑇体のᦙ送は、原則ᙜ事者機関が行い、ᙜ事者機関がない場合においては、区が都と༠力して

行う。 

４ 㑇体の᳨᱌は、都保健་⒪ᒁ(┘察་務㝔)が行う。 
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第㸶❶ 㑊 㞴                                    

 

大規模火災、危険物の₃えい、爆発事故などの大規模事故が発生した場合には、事故発生௜近の区

民を㑊㞴させる必要がある。区長は、災害対策基本法に基づき警察⨫、消防⨫と連携し区民等を危険

地Ⅼから㑊㞴、ㄏᑟさせる。 

 

第１ 㑊㞴ᣦ♧࠺⾜ࢆሙྜ 

１ 火災が拡大するおそれがあるとき 

２ 爆発のおそれがあるとき 

㸱 危険物、高ᅽ࢞ス等の流ฟ拡ᩓにより、ᗈᇦ的に人命の危機が予 されるとき 

４ その他、区民の生命又は身体を災害から保護するため、必要と認められるとき 

 

第２ 㑊㞴のᣦ♧ 

区長は、㑊㞴が必要と認める場合には、警察⨫長、消防⨫長と༠㆟のうえ、㑊㞴先を定めて㑊㞴

の指♧を行う。㑊㞴の指♧を行った場合には、区長は┤ࡕに都▱事にその᪨をሗ࿌する。 

 

第３ 応ᛴබ⏝㈇ᢸ 

区長は、応急措置を実施するうえで緊急の必要があると認めるときは、災害対策基本法第64条の

規定に基づきᅵ地、ᘓ⠏物など一時౑用・཰用㝖ཤなどを行うことができる。このᶒ限の行౑によ

ってᦆኻをཷけた者に対しては、同法第82条に基づき時౯によりそのᦆኻを⿵ሸする。 

 

第㸲 㑊㞴のㄏᑟ 

警察⨫、消防⨫、消防ᅋ、事業所、防災区民⤌⧊などの༠力をᚓて、なるべく⏫఍、自἞఍単఩

で㑊㞴所にㄏᑟする。なお、㑊㞴行動要支援者については、防災区民⤌⧊に㓄ᕸしてある災害時地

ᇦたすけあいྡ⡙の᝟ሗをもとに㑊㞴を支援する。 

 

第５ 㑊㞴ᡤのᣦᐃ 

㑊㞴所は、㑊㞴の່࿌、指♧を行った場合や㑊㞴が長時間に及ࡪおそれがある場合に、㛤設する
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第１ 㒔の་⒪యไ 
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区は、多数のയ⑓者が発生し、そのᩆฟ及び་⒪機関へのᦙ送に時間を要するとぢ㎸まれたとき

は、事故現場௜近の区施設を་⒪ᩆ護所として指定し、་⒪ᩆ護⌜のὴ㐵を་ᖌ఍に要ㄳする。 
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第５ ೺ᗣ┦ㄯ❆ཱྀのタ⨨ 

毒物・๻物、ᨺᑕ⥺等の事故が発生した場合、区は、区民の健康୙安をゎ消するため、་⒪┦ㄯ
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第㸴 ⿕ᐖ⪅ཬࡑࡧの㑇᪘へのึᮇⓗᨭ᥼ 
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管理、要ᮃཷ௜、対応、関係機関との連⤡ㄪᩚにあたるとともに⢭⚄的なⱞ③の㍍ῶにດめるもの

とする。 

 

第10❶ 㑇యの཰ᐜ᳨ࠊど᳨ࠊ案                              

 

大規模事故等により多数のṚஸ者が発生した場合には、そのᤚ⣴、཰ᐜ、᳨ど・᳨᱌等のྛẁ階に

おいて、区は都、警察⨫、その他関係機関等と┦஫に連携し対応するものとする。 

 

第１ ᙺ๭ศᢸ 

１ 事故等により多数のṚ者が発生し、事故の原因者・所管施設の管理者が対応できない場合、区

は、自然災害と同様に総合ス࣏ーࢭࢶンター地ୗ２階に㑇体཰ᐜ所を設置する。 

２ 区が㑇体཰ᐜ所を設置した場合、その管理は区が行う。 

㸱 㑇体のᦙ送は、原則ᙜ事者機関が行い、ᙜ事者機関がない場合においては、区が都と༠力して

行う。 

４ 㑇体の᳨᱌は、都保健་⒪ᒁ(┘察་務㝔)が行う。 
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㸳 㑇యの᳨どは㆙ᐹが⾜い、㌟ඖ不᫂者の☜ㄆ➼は、区と㆙ᐹが༠ຊして⾜࠺。 

 

第２ 㑇య཰ᐜᡤࡢタ⨨ཬࡧ㑇య཰ᐜᡤ࡛ࡢάື 

区が㑇య཰ᐜᡤをタ⨨したሙ合、そのά動は第２部第６編第４❶ࠕ第６ 㑇య཰ᐜᡤのタ⨨➼（ࠖ221

㺫㺽㺎㺚㺼）とྠ様とࡍる。 

 

第��章 ࡢࡑ௚                                      

 

その他、ࡇの編でᐃࡵのない㡯┠でᑐᛂがᚲせになったとࡁは、第２部の各編を‽⏝ࡍる。
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第㸱⦅ ኱つᶍ஦ᨾ➼ࡢಶูᑐ⟇ 
 

いて基本的な஦㡯をᐃࡘるものにࡍの編では、኱つᶍ஦ᨾ➼の種㢮により、≉にಶ別のᑐ⟇をせࡇ

 。るࡵ

 

第１章 ㉸㧗ᒙᘓ⠏≀ࠊ地ୗ⾤ࡢⅆ⅏ࠊ஦ᨾ➼                        

 

 区内には、60㹫を超࠼る超高層ᘓ⠏≀といࢃれるᘓ⠏≀が65（ᕤ஦中㸳Ჷྵࡴ。）あり（令和㸳年

３月ᮎ日᫬Ⅼ ࢱ࣮ࢹ出典：令和４年ᘓ⠏⤫計年ሗ 2023年∧ 東京都）、地下⾤や各地下㕲の通㊰な

したሙᡤでⅆ⅏や஦ᨾがⓎ生したሙ合、㑊㞴ㄏᑟやᾘ㜵ά動は、≉別の㓄៖࠺ࡇ。地下✵間もከい࡝

がᚲせとなる。ࡇのた࠺ࡇ、ࡵした✵間でのⅆ⅏や஦ᨾの஦๓のᑐ⟇をᐃࡵるものである。 

 

第１ ண㜵ィ⏬ 

 １ ㆙ᐹ⨫ 

   高層ᘓ⠏≀、地下⾤におࡅる㑊㞴ㄏᑟ、ᩆ出ᩆຓά動➼の㐺ṇ໬をᅗるたࡵ、ḟのᑐ⟇をㅮじ

る。 

(1) 高層ᘓ⠏≀ 

・ 地下⾤をྵࡵた㟈⅏ᑐ⟇に㛵ࡍる⟶⌮者ᑐ⟇のᐇ᪋ 

・ 㛵ಀᶵ㛵との㐃ᦠによる合ྠ㜵⅏カ⦎のᐇ᪋ 

(2) 地下⾤ 

・ 地下⾤㆙ഛせᅗのసᡂ 

・ 地下⾤㛵ಀ者との合ྠ㜵⅏カ⦎のᐇ᪋ 

・ ⟶⌮者ᑐ⟇の᥎㐍による㜵⅏ᶆ㆑➼の᫂☜໬ 

・ ᗈሗ፹య(ࢩࣛࢳ、ࢺࢵࣞࣇࣥࣃ➼)のసᡂ・㓄ᕸ 

 ２ ᾘ㜵⨫ 

(1) ᣦᑟ方㔪 

 。いて㜵⅏ᑐ⟇のᙉ໬をᅗるࡘ人࿨༴㝤を⪃៖し、出ⅆ㜵Ṇ、ึᮇᾘⅆ及び㑊㞴計⏬➼に ࢔

 。内⿦及び཰ᐜ≀の不⇞໬をᚭᗏし、出ⅆ㜵Ṇ及びᘏ↝ᣑ኱㜵Ṇをᅗる ࢖ 

 ࢘ 超高層ᘓ⠏≀➼においてⅆ⅏➼の⅏ᐖがⓎ生したሙ合、ᾘ㜵ά動のᅔ㞴ᛶがண᝿ࡉれるࡇ

とから、ᒇ上に⯟✵ᾘ㜵ά動を☜ಖࡍる⥭ᛴ㞳Ⓨ╔ሙ➼のタ⨨をᅗる。 

(2) 㜵ⅆ⟶⌮及び㜵⅏⟶⌮の඘ᐇᙉ໬ 

 の≉ᛶにᛂじたᐇຠᛶのあるカ⦎のᐇ᪋ࣝࣅ地下⾤、超高層 ࢔ 

 ⌮⟶㜵ⅆ᪋タ・㑊㞴᪋タの㐺ṇな⥔ᣢ ࢖ 

 ࢘ ᐇែに༶したᾘ㜵計⏬のᶞ❧ 

 ࢚ 㜵ⅆ⟶⌮及び㜵⅏⟶⌮ᴗົのᇳ⾜యไの඘ᐇᙉ໬ 

 ࢜ ⅏ᐖⓎ生᫬の᝟ሗ㐃⤡、㑊㞴ㄏᑟ、ึᮇᾘⅆ➼の⮬⾨ᾘ㜵㝲のά動⬟ຊのྥ上 

 ࢝ 㜵⅏࣮ࢱࣥࢭのᶵ⬟඘ᐇ 

 㛵ಀ᪋タ、タഛのⅬ᳨・整ഛ及びึ動ฎ⨨のᣦᑟ、ࡵの₃ὤによる⅏ᐖ㜵Ṇのたࢫ࢞ ࢟ 
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 㸱 東ி࢞スࢢルーࣉ 

᪤Ꮡの࢞スᕤస物は࢞ス事業法及び関連する基‽㢮に基づき、適切に維ᣢ管理を実施している。

また、新設のものは࢞スᕤస物のᢏ⾡基‽に基づき設計するとともに、஧ḟ災害防止のための安

全設備を設置している。 

 

第２ 応ᛴ対策 

  第２部第４編第２❶「第５ 消火・ᩆຓ・ᩆ急活動態ໃ」（157㺫㺽㺎㺚㺼）における活動᪉針に基づき

対応することとする。 

 

第２❶ 㕲㐨事故                                     

 

 区内の㕲㐨は、都Ⴀ地ୗ㕲㸱⥺10㥐、東ி࣓ࢺロ㸴⥺14㥐、㹈㹐東日本２⥺㸱㥐となっており、す

べて地ୗ㕲で⥙の┠のように区内全ᇦに拡がっている。これらの஺通機関は、高速で多数の人ࠎを཯

᚟して輸送するという性᱁上、万一事故が発生した場合には、多くの人命に係わる被害が発生するお

それがある。このため、㕲㐨事故を防止し、人命の安全及び輸送の確保をᅗるため、その対策を定め

るものである。 

 

第１ ண㜵計画 

 １ 東ி都஺通ᒁ 

  㕲㐨輸送における安全の確保をᅗるため、人的、物的及び取ᢅい㠃について、多ゅ的な保安対

策をㅮじ、ิ㌴⾪✺、ิ㌴火災等の重大事故の発生をᮍ然防止する。 

(1) 保安設備のᩚ備 

ಙ号保安⿦置、自動ิ㌴制ᚚ⿦置、緊急೵止スイࢳࢵ、ิ㌴集中制ᚚ⿦置、ิ㌴↓⥺電ヰ、

ᨺ送⿦置、消火設備及び᤼↮⿦置等の保安⿦置をᩚ備してิ㌴㐠㌿の安全化をᅗる。 

また、࣍ー࣒࢔ࢻは全㥐᏶備されている。 

(2) 設備のⅬ᳨及び規定等のᩚ備 

保安⿦置その他の設備に対して、᳨ᰝ、保全等を行い、機能の保ᣢにດめるとともに㐠㌿取

ᢅいに関する規定等のᩚ備と、安全の確保をᅗる。平⣲から施設やᚑ業ဨ等のᩍ⫱について、

ᘓ⠏物の管理者と緊密な連⤡をとり合う。また、事故発生時の対応について、地ୗ街の特性に

応じた実ຠ性のあるカ⦎を定ᮇ的に実施する。 

 ２ 東ி࣓ࢺロ 

  自動ิ㌴೵止⿦置・制ᚚ⿦置・㐠㌿⿦置等の㐠㌿保安⿦置、㞴⇞性㌴୧、断⥺しない๛体ᯫ✵

⥺などのྛ種保安設備を᏶備している。また、国ᅵ஺通┬の「地ୗ㕲㐨の火災対策基‽」等に基

づき、ᘓ造物の୙⇞化、㑊㞴ㄏᑟ設備・᤼↮設備等のᩚ備、消火設備のᩚ備、防災管理体制のᩚ

備等を推進している。 

なお、総合指令所では、安全確保のための適切な管理、制ᚚを行うとともに、これらの施設の

Ⅼ᳨స業に万全をᮇし、⫋ဨのᩍ⫱カ⦎を重ࡡ安全㐠㌿にດめる。 

 㸱 㹈㹐東日本 

大規模事故対策として、ᚑ来から㌴୧、㥐及びࢺンࢿル内部等の設備のᩚ備を進めている。௒
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ᚋもこれら設備等のᨵⰋᩚ備を推進し、人命の安全確保と輸送の確保をᅗる。 

第２ 応ᛴ対策 

東ி都஺通ᒁ、東ி࣓ࢺロ、㹈㹐東日本は、᪑客ิ㌴等の⾪✺・⬺⥺・㌿そ・火災等の大規模な

事故が発生した場合、それࡒれの⤌⧊において災害対策本部を設置しḟの応急措置を行う。 

 １ 事故等発生と同時に㐠㌿規制等ึ動措置を実施し、஌客の安全確保をᅗる。 

 ２ ิ㌴の೵止が長時間にわたるときや、火災等の஧ḟ被害の危険が㏕っているときは、஌客の安

全確保のため的確な㑊㞴ㄏᑟを行う。 

 㸱 事故᝟ሗ等を஌客にఏ㐩し⛛ᗎ維ᣢにດめる。 

 ４ 㑊㞴措置の᝟ሗ等は、関係機関に通ሗする。 

 ５ けが人が発生した場合、ᩆ護⌜等を編成し応急ᩆ護にあたる。 

 㸴 ୙通区間が生じた場合は、ࣂス等による᣺᭰輸送等௦᭰措置をㅮずる。 

 

第３❶ 㐨㊰事故                                      

 

 区内の㐨㊰は、区㠃積に༨める๭合が約27㸣となっており、㤳都高速㐨㊰の都心⎔状⥺をはじめ、

日本橋を基Ⅼに多᪉㠃と⧅がっている国㐨、都㐨、区㐨と都心஺通⥙の要となっている。また、Ἑ川

の上に造られた㤳都高速、῰⁫⦆和のための地ୗ࢔ンࢲーࣃスやࢺンࢿルなど、✵間を᭷ຠに฼用し

ている。こうした㐨㊰において、㌴୧火災、㌴୧からの危険物の流ฟ・₃ὤなどの事故が起こった場

合には、῰⁫等の通行のᘢ害になるだけではなく区民の人命や財産に大きな影響を及ぼすおそれがあ

る。このため、㐨㊰事故の発生をᮍ然に防止し被害の㍍ῶをᅗるため、その対策を定めるものである。 

なお、危険物・毒物などの㐠ᦙ㌴୧からの流ฟ・₃ὤ等が発生した場合の対応については、本編第

５❶「危険物等事故」（401㺫㺽㺎㺚㺼）に‽じて対応することとする。 

 

第１ ண㜵計画 

 １ 㐨㊰管理者等 

(1) 管理する㐨㊰について、ᮍ然に災害被害を防止することを┠的としてᵓ造物・施設等の⪏震

性確保に取り⤌ࡴほか、被害のᒁ限化を┠指し、関係機関との༠力体制確立や防災体制のᩚ備、

防災カ⦎の実施、㈨機ᮦの確保等にດめる。 

ル内には、火災ሗ▱機や火災感▱器等の通ሗ設備、警ሗ設備、消火設備、㑊㞴ㄏᑟ施ࢿンࢺ (2)

設、ᫎീ┘ど設備などをᩚ備する。 

(3) ⤫計により、危険性の高い地Ⅼを把握するとともに、必要に応じて安全対策を実施する。 

(4) 㐨㊰ࢺࣃロールを常時実施するとともに、␗常Ẽ象時において特別ࢺࣃロールを実施し┘ど

体制のᙉ化をᅗる。 

 ２ 消防⨫ 

   㤳都高速㐨㊰などの専用㐨㊰での㌴୧火災については、ධ㊰が制限され、消防Ỉ฼もᑡないな

ど活動がᅔ㞴となることが予᝿されるため、事前に対策をㅮじておく。 
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 㸱 東ி࢞スࢢルーࣉ 

᪤Ꮡの࢞スᕤస物は࢞ス事業法及び関連する基‽㢮に基づき、適切に維ᣢ管理を実施している。

また、新設のものは࢞スᕤస物のᢏ⾡基‽に基づき設計するとともに、஧ḟ災害防止のための安

全設備を設置している。 

 

第２ 応ᛴ対策 

  第２部第４編第２❶「第５ 消火・ᩆຓ・ᩆ急活動態ໃ」（157㺫㺽㺎㺚㺼）における活動᪉針に基づき

対応することとする。 

 

第２❶ 㕲㐨事故                                     

 

 区内の㕲㐨は、都Ⴀ地ୗ㕲㸱⥺10㥐、東ி࣓ࢺロ㸴⥺14㥐、㹈㹐東日本２⥺㸱㥐となっており、す

べて地ୗ㕲で⥙の┠のように区内全ᇦに拡がっている。これらの஺通機関は、高速で多数の人ࠎを཯

᚟して輸送するという性᱁上、万一事故が発生した場合には、多くの人命に係わる被害が発生するお

それがある。このため、㕲㐨事故を防止し、人命の安全及び輸送の確保をᅗるため、その対策を定め

るものである。 

 

第１ ண㜵計画 

 １ 東ி都஺通ᒁ 

  㕲㐨輸送における安全の確保をᅗるため、人的、物的及び取ᢅい㠃について、多ゅ的な保安対

策をㅮじ、ิ㌴⾪✺、ิ㌴火災等の重大事故の発生をᮍ然防止する。 

(1) 保安設備のᩚ備 

ಙ号保安⿦置、自動ิ㌴制ᚚ⿦置、緊急೵止スイࢳࢵ、ิ㌴集中制ᚚ⿦置、ิ㌴↓⥺電ヰ、

ᨺ送⿦置、消火設備及び᤼↮⿦置等の保安⿦置をᩚ備してิ㌴㐠㌿の安全化をᅗる。 

また、࣍ー࣒࢔ࢻは全㥐᏶備されている。 

(2) 設備のⅬ᳨及び規定等のᩚ備 

保安⿦置その他の設備に対して、᳨ᰝ、保全等を行い、機能の保ᣢにດめるとともに㐠㌿取

ᢅいに関する規定等のᩚ備と、安全の確保をᅗる。平⣲から施設やᚑ業ဨ等のᩍ⫱について、

ᘓ⠏物の管理者と緊密な連⤡をとり合う。また、事故発生時の対応について、地ୗ街の特性に

応じた実ຠ性のあるカ⦎を定ᮇ的に実施する。 

 ２ 東ி࣓ࢺロ 

  自動ิ㌴೵止⿦置・制ᚚ⿦置・㐠㌿⿦置等の㐠㌿保安⿦置、㞴⇞性㌴୧、断⥺しない๛体ᯫ✵

⥺などのྛ種保安設備を᏶備している。また、国ᅵ஺通┬の「地ୗ㕲㐨の火災対策基‽」等に基

づき、ᘓ造物の୙⇞化、㑊㞴ㄏᑟ設備・᤼↮設備等のᩚ備、消火設備のᩚ備、防災管理体制のᩚ

備等を推進している。 

なお、総合指令所では、安全確保のための適切な管理、制ᚚを行うとともに、これらの施設の

Ⅼ᳨స業に万全をᮇし、⫋ဨのᩍ⫱カ⦎を重ࡡ安全㐠㌿にດめる。 

 㸱 㹈㹐東日本 

大規模事故対策として、ᚑ来から㌴୧、㥐及びࢺンࢿル内部等の設備のᩚ備を進めている。௒
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ᚋもこれら設備等のᨵⰋᩚ備を推進し、人命の安全確保と輸送の確保をᅗる。 

第２ 応ᛴ対策 

東ி都஺通ᒁ、東ி࣓ࢺロ、㹈㹐東日本は、᪑客ิ㌴等の⾪✺・⬺⥺・㌿そ・火災等の大規模な

事故が発生した場合、それࡒれの⤌⧊において災害対策本部を設置しḟの応急措置を行う。 

 １ 事故等発生と同時に㐠㌿規制等ึ動措置を実施し、஌客の安全確保をᅗる。 

 ２ ิ㌴の೵止が長時間にわたるときや、火災等の஧ḟ被害の危険が㏕っているときは、஌客の安

全確保のため的確な㑊㞴ㄏᑟを行う。 

 㸱 事故᝟ሗ等を஌客にఏ㐩し⛛ᗎ維ᣢにດめる。 

 ４ 㑊㞴措置の᝟ሗ等は、関係機関に通ሗする。 

 ５ けが人が発生した場合、ᩆ護⌜等を編成し応急ᩆ護にあたる。 

 㸴 ୙通区間が生じた場合は、ࣂス等による᣺᭰輸送等௦᭰措置をㅮずる。 

 

第３❶ 㐨㊰事故                                      

 

 区内の㐨㊰は、区㠃積に༨める๭合が約27㸣となっており、㤳都高速㐨㊰の都心⎔状⥺をはじめ、

日本橋を基Ⅼに多᪉㠃と⧅がっている国㐨、都㐨、区㐨と都心஺通⥙の要となっている。また、Ἑ川

の上に造られた㤳都高速、῰⁫⦆和のための地ୗ࢔ンࢲーࣃスやࢺンࢿルなど、✵間を᭷ຠに฼用し

ている。こうした㐨㊰において、㌴୧火災、㌴୧からの危険物の流ฟ・₃ὤなどの事故が起こった場

合には、῰⁫等の通行のᘢ害になるだけではなく区民の人命や財産に大きな影響を及ぼすおそれがあ

る。このため、㐨㊰事故の発生をᮍ然に防止し被害の㍍ῶをᅗるため、その対策を定めるものである。 

なお、危険物・毒物などの㐠ᦙ㌴୧からの流ฟ・₃ὤ等が発生した場合の対応については、本編第

５❶「危険物等事故」（401㺫㺽㺎㺚㺼）に‽じて対応することとする。 

 

第１ ண㜵計画 

 １ 㐨㊰管理者等 

(1) 管理する㐨㊰について、ᮍ然に災害被害を防止することを┠的としてᵓ造物・施設等の⪏震

性確保に取り⤌ࡴほか、被害のᒁ限化を┠指し、関係機関との༠力体制確立や防災体制のᩚ備、

防災カ⦎の実施、㈨機ᮦの確保等にດめる。 

ル内には、火災ሗ▱機や火災感▱器等の通ሗ設備、警ሗ設備、消火設備、㑊㞴ㄏᑟ施ࢿンࢺ (2)

設、ᫎീ┘ど設備などをᩚ備する。 

(3) ⤫計により、危険性の高い地Ⅼを把握するとともに、必要に応じて安全対策を実施する。 

(4) 㐨㊰ࢺࣃロールを常時実施するとともに、␗常Ẽ象時において特別ࢺࣃロールを実施し┘ど

体制のᙉ化をᅗる。 

 ２ 消防⨫ 

   㤳都高速㐨㊰などの専用㐨㊰での㌴୧火災については、ධ㊰が制限され、消防Ỉ฼もᑡないな

ど活動がᅔ㞴となることが予᝿されるため、事前に対策をㅮじておく。 
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第２ 応ᛴ対策 

 １ 㐨㊰管理者等 

(1) 管理する㐨㊰において、大規模な事故、火災、危険物の流ฟ、₃ὤ等が発生した場合、対策

計画等に基づき対策本部等の⤌⧊を設置するとともに、事故の内ᐜ、規模等を速やかに把握し、

関係機関に事故の᝟ሗをᥦ౪する。 

(2) 防災用㈨器ᮦを活用し、ึᮇ消火など必要な応急活動にດめるとともに、消防⨫、警察⨫等

にฟ動要ㄳを行う。 

(3) ஧ḟ災害を防止するため、事故現場௜近の㌴୧等に対しては、安全な場所へのㄏᑟを行う。 

(4) 㞀害物の㝖ཤ、௬設㐨㊰の設定等応急᚟ᪧを行い、᪩ᮇの㐨㊰஺通を確保する。 

(5) 㐨㊰の通行に危険がある場合には、通行⚗止、通行制限について警察⨫に要ㄳするとともに、

混乱防止のため、うᅇ㊰の確保にດめる。 

(6) 通行の⚗止、制限等が実施された場合には、㐨㊰฼用者へのᗈሗの実施にດめる。 

(7) 㐨㊰施設等のᦆቯについては、速やかな᚟ᪧをᅗる。 

 ２ 警察⨫ 

   㐨㊰管理者等から஺通規制等の要ㄳがあった場合、現地の஺通状況を᳨ウしたうえで通行⚗止、

通行制限などを実施する。 

 㸱 区 

   事故㌴୧等からの危険物の流ฟ・₃ὤなどが発生時した場合、බ㐨上のഃ⁁などからୗỈ㐨管

へ流ධのおそれがある。その流ධ㔞によっては、ୗỈ㐨管及びୗỈ㐨施設への大きな影響・危険

が᝿定されるため、区は危険物の流ฟ・₃ὤなどを認めたときは、第５部第２編第５❶「᝟ሗ཰

集、᝟ሗఏ㐩」（389㺫㺽㺎㺚㺼）によりୗỈ㐨ᒁへ連⤡する。 

 

第㸲❶ ᆅୗᕤ事                                         

 

 区内ྛ所で行われるライフライン関係の地ୗᕤ事現場において、万一事故が発生した場合には、࿘

㎶への被害も多大なものとなることが予᝿される。このため、事故をᮍ然に防ࡄためその対策につい

て定めるものである。 

 

第１ ண㜵計画 

 １ 東ி都Ỉ㐨ᒁ 

(1) 安全管理態ໃ 

ᕤ事所管事業所のᕤ事ᢸᙜㄢ長をᕤ事の安全管理に関する総ᣓ㈐௵者とする。また、ᕤ事ᢸ

ᙜㄢ長の指᥹をཷけて安全対策事業をᢸᙜする┘╩ဨを置く。 

(2) 夜間態ໃ 

  ྛ事業所の夜間における⫋ဨの動ဨについては、所定の「⫋ဨの非常㓄備態ໃ、非常ཧ集に

関する要㡿」により行う。 

(3) ᕤ事現場態ໃ 

┘╩ဨ又は、ㄳ㈇者がẖ日ᕠᅇⅬ᳨するほか、必要に応じ、他のᇙ設物の管理者に指♧、立

఍、Ⅼ᳨を要ㄳする。また、⯒⿦ᮦᩱ、ᅵ␃ᮦ、支保ᕤᮦ等の応急㈨機ᮦを常備する。 
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(4) 大規模ᕤ事現場 

᥀๐ᵓ内には、非常警ሗ⿦置を設け、ワ所には、消火器を㓄備するとともに地ୗᇙ設物の⾲

♧及び通㊰非常口等のᶆ㆑㢮のⅬ᳨を常時行う。また、ᕤ事現場、ワ所等┦஫の通ሗ設備を設

置する。 

 ２ 東ி都ୗỈ㐨ᒁ 

(1) 安全管理体制 

ロールの実施ࢺࣃ事故防止対策の計画立᱌、発生した事故の原因ㄪᰝと対策の᳨ウ、安全 ࢔

等を行うため、「ୗỈ㐨ᕤ事事故防止対策༠㆟఍」を設置するとともに、Ỉ再生ࢭンター、ᕤ

事୺管ᢸᙜ、࣏ンࣉ所による「地区༠㆟఍」を設置する。 

イ ᕤ事中は万一の事故に備え、緊急時における連⤡先、人ဨྊ集及び㈨器ᮦㄪ㐩等必要な体

制をཷὀ者によりᩚ備する。 

ウ ᕤ事現場が隣接又は同一の場所において別㏵ᕤ事がある場合には、ཷὀ業者間で安全施ᕤ

に関する緊密な᝟ሗ஺᥮を行うとともに、非常時における⮫機の措置を定める等の連⤡ㄪᩚ

を行うための、関係者によるᕤ事関者連⤡఍㆟を㛤ദする。 

(2) 安全対策 

、等の法令及びᕤ事௙様᭩に基づき「⥘ᘓ設ᕤ事බ⾗災害防止対策要」、「ປാ安全⾨生法」 ࢔

安全管理を行う。 

イ 発ὀពᅗの理ゎ及びᙜᒁとཷὀ業者཮᪉の安全ព㆑を⤫一するため、ᕤ事ẖに設置する安

全施ᕤ᳨ウ఍において、「現場の特Ṧ性」、「危険因子の分ᯒと対応」、「安全状態の確認」等を

ල体的に᳨ウし、その内ᐜを施ᕤ計画に཯ᫎさせる。 

ウ ᕤ事中は安全ᕠどにより、ᕤ事区ᇦ及びその࿘㎶の┘どを行い、安全を確保する。 

エ ᕤ事施ᕤಶ所に地ୗᇙ設物件が予᝿される場合は、ᙜヱ物件の఩置῝さをㄪᰝし、必要な

措置をㅮじる。 

࢜ ᥀๐内に他のᇙ設物が㟢ฟした場合は、関係する管理者と༠㆟し、必要な防護及び⾲♧を

行うとともに、ᕤ事関係者にᕤ事中のὀព事㡯及び緊急対策を࿘▱する。 

カ ᆙ内に᭷毒࢞スが発生するおそれがある場合は、ປാ安全⾨生規則に基づき、⃰ᗘの判定

等を実施し、適切な対策をᅗる。 

 㸱 東ி電力࣡ࣃーࢻࢵࣜࢢ 

(1) 安全管理対策の確立 

 ⧊⤌安全管理 ࢔

(㺏) ྛᗑ所及びᘓ設所に専௵の安全ᢸᙜを設け、安全の確保及び事故防止にດめている。 

(㺐) 大規模ᕤ事については、地中送変電୪びに東ி支ᗑにおいて┘理ဨによりきめ⣽かな施

ᕤ┘理を行い、事故の防止をᅗっている。 

イ 現場㈐௵者の指定 

(㺏) 適ṇ෇⁥なᕤ事の施ᕤ及び安全確保のため、㈐௵者としてᢸᙜ管理⫋を඘て、ᕤ事ࡈと

にᢸᙜ┘理者を㑅௵している。 

(㺐) ㄳ㈇఍♫に対しては、㈐௵者として現場௦理人をᒆけさせるとともに、災害の防止に関

する事㡯を⿵బする災害防止㈐௵者を㑅定させる。 
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第２ 応ᛴ対策 

 １ 㐨㊰管理者等 

(1) 管理する㐨㊰において、大規模な事故、火災、危険物の流ฟ、₃ὤ等が発生した場合、対策

計画等に基づき対策本部等の⤌⧊を設置するとともに、事故の内ᐜ、規模等を速やかに把握し、

関係機関に事故の᝟ሗをᥦ౪する。 

(2) 防災用㈨器ᮦを活用し、ึᮇ消火など必要な応急活動にດめるとともに、消防⨫、警察⨫等

にฟ動要ㄳを行う。 

(3) ஧ḟ災害を防止するため、事故現場௜近の㌴୧等に対しては、安全な場所へのㄏᑟを行う。 

(4) 㞀害物の㝖ཤ、௬設㐨㊰の設定等応急᚟ᪧを行い、᪩ᮇの㐨㊰஺通を確保する。 

(5) 㐨㊰の通行に危険がある場合には、通行⚗止、通行制限について警察⨫に要ㄳするとともに、

混乱防止のため、うᅇ㊰の確保にດめる。 

(6) 通行の⚗止、制限等が実施された場合には、㐨㊰฼用者へのᗈሗの実施にດめる。 

(7) 㐨㊰施設等のᦆቯについては、速やかな᚟ᪧをᅗる。 

 ２ 警察⨫ 

   㐨㊰管理者等から஺通規制等の要ㄳがあった場合、現地の஺通状況を᳨ウしたうえで通行⚗止、

通行制限などを実施する。 

 㸱 区 

   事故㌴୧等からの危険物の流ฟ・₃ὤなどが発生時した場合、බ㐨上のഃ⁁などからୗỈ㐨管

へ流ධのおそれがある。その流ධ㔞によっては、ୗỈ㐨管及びୗỈ㐨施設への大きな影響・危険

が᝿定されるため、区は危険物の流ฟ・₃ὤなどを認めたときは、第５部第２編第５❶「᝟ሗ཰

集、᝟ሗఏ㐩」（389㺫㺽㺎㺚㺼）によりୗỈ㐨ᒁへ連⤡する。 

 

第㸲❶ ᆅୗᕤ事                                         

 

 区内ྛ所で行われるライフライン関係の地ୗᕤ事現場において、万一事故が発生した場合には、࿘

㎶への被害も多大なものとなることが予᝿される。このため、事故をᮍ然に防ࡄためその対策につい

て定めるものである。 

 

第１ ண㜵計画 

 １ 東ி都Ỉ㐨ᒁ 

(1) 安全管理態ໃ 

ᕤ事所管事業所のᕤ事ᢸᙜㄢ長をᕤ事の安全管理に関する総ᣓ㈐௵者とする。また、ᕤ事ᢸ

ᙜㄢ長の指᥹をཷけて安全対策事業をᢸᙜする┘╩ဨを置く。 

(2) 夜間態ໃ 

  ྛ事業所の夜間における⫋ဨの動ဨについては、所定の「⫋ဨの非常㓄備態ໃ、非常ཧ集に

関する要㡿」により行う。 

(3) ᕤ事現場態ໃ 

┘╩ဨ又は、ㄳ㈇者がẖ日ᕠᅇⅬ᳨するほか、必要に応じ、他のᇙ設物の管理者に指♧、立

఍、Ⅼ᳨を要ㄳする。また、⯒⿦ᮦᩱ、ᅵ␃ᮦ、支保ᕤᮦ等の応急㈨機ᮦを常備する。 
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(4) 大規模ᕤ事現場 

᥀๐ᵓ内には、非常警ሗ⿦置を設け、ワ所には、消火器を㓄備するとともに地ୗᇙ設物の⾲

♧及び通㊰非常口等のᶆ㆑㢮のⅬ᳨を常時行う。また、ᕤ事現場、ワ所等┦஫の通ሗ設備を設

置する。 

 ２ 東ி都ୗỈ㐨ᒁ 

(1) 安全管理体制 

ロールの実施ࢺࣃ事故防止対策の計画立᱌、発生した事故の原因ㄪᰝと対策の᳨ウ、安全 ࢔

等を行うため、「ୗỈ㐨ᕤ事事故防止対策༠㆟఍」を設置するとともに、Ỉ再生ࢭンター、ᕤ

事୺管ᢸᙜ、࣏ンࣉ所による「地区༠㆟఍」を設置する。 

イ ᕤ事中は万一の事故に備え、緊急時における連⤡先、人ဨྊ集及び㈨器ᮦㄪ㐩等必要な体

制をཷὀ者によりᩚ備する。 

ウ ᕤ事現場が隣接又は同一の場所において別㏵ᕤ事がある場合には、ཷὀ業者間で安全施ᕤ

に関する緊密な᝟ሗ஺᥮を行うとともに、非常時における⮫機の措置を定める等の連⤡ㄪᩚ

を行うための、関係者によるᕤ事関者連⤡఍㆟を㛤ദする。 

(2) 安全対策 

、等の法令及びᕤ事௙様᭩に基づき「⥘ᘓ設ᕤ事බ⾗災害防止対策要」、「ປാ安全⾨生法」 ࢔

安全管理を行う。 

イ 発ὀពᅗの理ゎ及びᙜᒁとཷὀ業者཮᪉の安全ព㆑を⤫一するため、ᕤ事ẖに設置する安

全施ᕤ᳨ウ఍において、「現場の特Ṧ性」、「危険因子の分ᯒと対応」、「安全状態の確認」等を

ල体的に᳨ウし、その内ᐜを施ᕤ計画に཯ᫎさせる。 

ウ ᕤ事中は安全ᕠどにより、ᕤ事区ᇦ及びその࿘㎶の┘どを行い、安全を確保する。 

エ ᕤ事施ᕤಶ所に地ୗᇙ設物件が予᝿される場合は、ᙜヱ物件の఩置῝さをㄪᰝし、必要な

措置をㅮじる。 

࢜ ᥀๐内に他のᇙ設物が㟢ฟした場合は、関係する管理者と༠㆟し、必要な防護及び⾲♧を

行うとともに、ᕤ事関係者にᕤ事中のὀព事㡯及び緊急対策を࿘▱する。 

カ ᆙ内に᭷毒࢞スが発生するおそれがある場合は、ປാ安全⾨生規則に基づき、⃰ᗘの判定

等を実施し、適切な対策をᅗる。 

 㸱 東ி電力࣡ࣃーࢻࢵࣜࢢ 

(1) 安全管理対策の確立 

 ⧊⤌安全管理 ࢔

(㺏) ྛᗑ所及びᘓ設所に専௵の安全ᢸᙜを設け、安全の確保及び事故防止にດめている。 

(㺐) 大規模ᕤ事については、地中送変電୪びに東ி支ᗑにおいて┘理ဨによりきめ⣽かな施

ᕤ┘理を行い、事故の防止をᅗっている。 

イ 現場㈐௵者の指定 

(㺏) 適ṇ෇⁥なᕤ事の施ᕤ及び安全確保のため、㈐௵者としてᢸᙜ管理⫋を඘て、ᕤ事ࡈと

にᢸᙜ┘理者を㑅௵している。 

(㺐) ㄳ㈇఍♫に対しては、㈐௵者として現場௦理人をᒆけさせるとともに、災害の防止に関

する事㡯を⿵బする災害防止㈐௵者を㑅定させる。 
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(2) 安全対策(事故防止対策) 

 との安全対策のᚭᗏࡈ施ᕤẁ階 ࢔

イ 地ୗᇙ設物、重要施設物管理者との༠㆟ 

ウ 他ᕤ事との連⤡・ㄪᩚ 

エ ྛ種ᶆ㆑の設置 

࢜ ᕤ事現場のᕠᅇ・Ⅼ᳨ 

カ ᕤ事ᚑ事者に対する安全ᩍ⫱のᚭᗏ 

 ４ 東ி࢞スࢢルーࣉ 

(1) 保安管理体制 

 。ᑟ管を管理する事業所には、保安規⛬により保安管理者及び保安୺௵者を置く ࢔

イ ᕤ事については、┘╩者を定め、現場ࡈとに㈐௵者を置き、ᑟ管に関するᕤ事の実施にあ

たる。 

ウ ࢞ス₃えい及びᑟ管事故等に㝿しては、┤ࡕに緊急ฟ動し保安措置にあたる。また、事故

の⛬ᗘ等に応じ、特別⤌⧊を編成する。 

(2) 地ୗᕤ事の保安対策（事故防止対策） 

、ᕤ事の施ᕤにあたっては、ㄳ㈇者に対し関係法規、チ可条件、ᡴ合せ事㡯等を㑂守させ ࢔

ᶆ㆑㢮、安全ᰙ等の施設を‽備するよう指♧するとともに、管理・┘╩及び᳨ᰝを行う。 

イ ➇合ᕤ事については、㐨㊰ㄪᩚ఍㆟、௻業者間のᡴ合せ఍㆟において、༑分なᡴ合せを行

い、現場でも┦஫に連⤡を密にし、༠㆟してᕤ事にあたる。 

ウ ᕤ事現場へのᶆ㆑㢮の設置、⁐接及び᪤設管の切断に㝿する消火器の‽備、࢞ス᳨▱器の

設置を行い、ᚑ事ဨには送風࣐スࢡの携ᖏを㑂守させる。 

エ ᑟ管ᕤ事の安全・適ṇ化のため、ㄳ㈇者のᕤ事のᕠᅇ・Ⅼ᳨を行い、指♧事㡯が㑂守され

ていない場合は、中止又はᨵၿ措置をとる。 

 ５ Ｎ㹒㹒東日本 

(1) 安全管理体制 

⤡東ி支ᗑ内を⤫ᣓする⤌⧊に安全推進ᢸᙜを設け、ྛ地ᇦ総合఍♫に対する安全対策連 ࢔

఍等による指ᑟと、ྛ種◊ಟを行い安全管理にດめている。 

イ ᕤ事の施ᕤにあたっては、ᕤ事ẖに施ᕤ఍♫から実施計画᭩をᥦฟさせ、安全管理体制と

して現場௦理人の他に⤫ᣓ安全⾨生㈐௵者を㓄置することとし、事故防止にດめている。 

(2) 安全対策 

との༠定の⥾⤖及び地ୗᇙ設管理者との༠㆟等の防ࣉルーࢢス管防護に関する東ி࢞ス࢞ ࢔

護対策 

イ 他施ᕤᕤ事との連⤡༠ㄪ体制 

ウ ἢ㐨住民等への非常警ሗ⿦置の設置 

エ 消火器及び࢞ス᳨▱器等の防災用ල、ྛ種ᶆ㆑の設置 

࢜ ᕤ事現場のᕠᅇ、Ⅼ᳨ 

(㺏) ㄳ㈇者、┘╩ဨ等のᕠᅇ 

(㺐) 電Ẽ通ಙ設備ᕤ事安全指ᑟጤဨ఍によるᕠᅇ 

(㺑) 事故防止月間の設定によるⅬ᳨、ࢺࣃロール 
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カ 応急用㈨器ᮦの確保 

࢟ ♫ဨに対する安全ᩍ⫱ 

 㸴 消防⨫ 

   大規模なずい㐨ᕤ事又はᅽẼを用いるᕤ事を行う場合は、事前に火災予防条౛に基づいた㈨ᩱ

のᥦฟをồめるとともに、必要な対策の指ᑟを行う。 

 

第２ 応ᛴ対策 

 １ 東ி都Ỉ㐨ᒁ 

   第２部第㸱編第４❶「Ỉ㐨施設応急対策」（120㺫㺽㺎㺚㺼）の活動᪉針に基づき対応する。 

 ２ 東ி都ୗỈ㐨ᒁ 

   第２部第㸱編第４❶「ୗỈ㐨施設応急対策」（120㺫㺽㺎㺚㺼）の活動᪉針に基づき対応する。 

㸱 東ி電力 

   第２部第㸱編第４❶「電Ẽ施設応急対策」（121㺫㺽㺎㺚㺼）の活動᪉針に基づき対応する。 

 ４ 東ி࢞スࢢルーࣉ 

   第２部第㸱編第４❶「࢞ス施設応急対策」（122㺫㺽㺎㺚㺼）の活動᪉針に基づき対応する。 

 ５ Ｎ㹒㹒東日本 

   第２部第㸱編第４❶「通ಙ施設応急対策」（123㺫㺽㺎㺚㺼）の活動᪉針に基づき対応する。 

 

第５❶ ༴㝤≀等事故                                          

 

 区内には、▼Ἔ、火⸆、高ᅽ࢞ス等多数の危険物㈓蔵所などがあり、事故や火災等によって危険物

の爆発や₃ὤ等が発生した場合、ᚑ業ဨはもとより、区民に大きな影響を及ぼすおそれがある。この

ため、都防災計画大規模事故編によるほか、特᭷の取ᢅいについて対策を定めるものである。 

 

第１⠇ ▼Ἔ等༴㝤≀ 

第１ ᪋タの⌧ἣ 

▼Ἔ等危険物の〇造、㈓蔵、取ᢅ所等の現況はḟのとおりである。 

（令和５年㸱月ᮎ現在） 

区分 

 

 

 

 

地ᇦ別 

〇 
 

造 
 

所 

㈓  蔵  所 取 ᢅ 所 

合 
 
 
 
 

計 

屋

内

㈓

蔵

所 

屋
እ
タ
ン
ࢡ
㈓
蔵
所 

屋
内
タ
ン
ࢡ
㈓
蔵
所 

地
ୗ
タ
ン
ࢡ
㈓
蔵
所 

移
動
タ
ン
ࢡ
㈓
蔵
所 

⡆
᫆
タ
ン
ࢡ
㈓
蔵
所 

屋

እ

㈓

蔵

所 

⤥ 取 ㈍

売

取

ᢅ

所 

一

般

取

ᢅ

所 

Ⴀ 

業 

用 

自 

ᐙ 

用 

ி 橋  １  71 53    ４  １ 73 203 

日本橋    88 49    㸶 １ 㸵 55 208 

⮫    ５ １ 12 27 㸱   ５ １  23 77 

合 計 㸮 㸴 １ 171 129 㸱 㸮 㸮 17 ２ 㸶 151 488 
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(2) 安全対策(事故防止対策) 

 との安全対策のᚭᗏࡈ施ᕤẁ階 ࢔

イ 地ୗᇙ設物、重要施設物管理者との༠㆟ 

ウ 他ᕤ事との連⤡・ㄪᩚ 

エ ྛ種ᶆ㆑の設置 

࢜ ᕤ事現場のᕠᅇ・Ⅼ᳨ 

カ ᕤ事ᚑ事者に対する安全ᩍ⫱のᚭᗏ 

 ４ 東ி࢞スࢢルーࣉ 

(1) 保安管理体制 

 。ᑟ管を管理する事業所には、保安規⛬により保安管理者及び保安୺௵者を置く ࢔

イ ᕤ事については、┘╩者を定め、現場ࡈとに㈐௵者を置き、ᑟ管に関するᕤ事の実施にあ

たる。 

ウ ࢞ス₃えい及びᑟ管事故等に㝿しては、┤ࡕに緊急ฟ動し保安措置にあたる。また、事故

の⛬ᗘ等に応じ、特別⤌⧊を編成する。 

(2) 地ୗᕤ事の保安対策（事故防止対策） 

、ᕤ事の施ᕤにあたっては、ㄳ㈇者に対し関係法規、チ可条件、ᡴ合せ事㡯等を㑂守させ ࢔

ᶆ㆑㢮、安全ᰙ等の施設を‽備するよう指♧するとともに、管理・┘╩及び᳨ᰝを行う。 

イ ➇合ᕤ事については、㐨㊰ㄪᩚ఍㆟、௻業者間のᡴ合せ఍㆟において、༑分なᡴ合せを行

い、現場でも┦஫に連⤡を密にし、༠㆟してᕤ事にあたる。 

ウ ᕤ事現場へのᶆ㆑㢮の設置、⁐接及び᪤設管の切断に㝿する消火器の‽備、࢞ス᳨▱器の

設置を行い、ᚑ事ဨには送風࣐スࢡの携ᖏを㑂守させる。 

エ ᑟ管ᕤ事の安全・適ṇ化のため、ㄳ㈇者のᕤ事のᕠᅇ・Ⅼ᳨を行い、指♧事㡯が㑂守され

ていない場合は、中止又はᨵၿ措置をとる。 

 ５ Ｎ㹒㹒東日本 

(1) 安全管理体制 

⤡東ி支ᗑ内を⤫ᣓする⤌⧊に安全推進ᢸᙜを設け、ྛ地ᇦ総合఍♫に対する安全対策連 ࢔

఍等による指ᑟと、ྛ種◊ಟを行い安全管理にດめている。 

イ ᕤ事の施ᕤにあたっては、ᕤ事ẖに施ᕤ఍♫から実施計画᭩をᥦฟさせ、安全管理体制と

して現場௦理人の他に⤫ᣓ安全⾨生㈐௵者を㓄置することとし、事故防止にດめている。 

(2) 安全対策 

との༠定の⥾⤖及び地ୗᇙ設管理者との༠㆟等の防ࣉルーࢢス管防護に関する東ி࢞ス࢞ ࢔

護対策 

イ 他施ᕤᕤ事との連⤡༠ㄪ体制 

ウ ἢ㐨住民等への非常警ሗ⿦置の設置 

エ 消火器及び࢞ス᳨▱器等の防災用ල、ྛ種ᶆ㆑の設置 

࢜ ᕤ事現場のᕠᅇ、Ⅼ᳨ 

(㺏) ㄳ㈇者、┘╩ဨ等のᕠᅇ 

(㺐) 電Ẽ通ಙ設備ᕤ事安全指ᑟጤဨ఍によるᕠᅇ 

(㺑) 事故防止月間の設定によるⅬ᳨、ࢺࣃロール 
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カ 応急用㈨器ᮦの確保 

࢟ ♫ဨに対する安全ᩍ⫱ 

 㸴 消防⨫ 

   大規模なずい㐨ᕤ事又はᅽẼを用いるᕤ事を行う場合は、事前に火災予防条౛に基づいた㈨ᩱ

のᥦฟをồめるとともに、必要な対策の指ᑟを行う。 

 

第２ 応ᛴ対策 

 １ 東ி都Ỉ㐨ᒁ 

   第２部第㸱編第４❶「Ỉ㐨施設応急対策」（120㺫㺽㺎㺚㺼）の活動᪉針に基づき対応する。 

 ２ 東ி都ୗỈ㐨ᒁ 

   第２部第㸱編第４❶「ୗỈ㐨施設応急対策」（120㺫㺽㺎㺚㺼）の活動᪉針に基づき対応する。 

㸱 東ி電力 

   第２部第㸱編第４❶「電Ẽ施設応急対策」（121㺫㺽㺎㺚㺼）の活動᪉針に基づき対応する。 

 ４ 東ி࢞スࢢルーࣉ 

   第２部第㸱編第４❶「࢞ス施設応急対策」（122㺫㺽㺎㺚㺼）の活動᪉針に基づき対応する。 

 ５ Ｎ㹒㹒東日本 

   第２部第㸱編第４❶「通ಙ施設応急対策」（123㺫㺽㺎㺚㺼）の活動᪉針に基づき対応する。 

 

第５❶ ༴㝤≀等事故                                          

 

 区内には、▼Ἔ、火⸆、高ᅽ࢞ス等多数の危険物㈓蔵所などがあり、事故や火災等によって危険物

の爆発や₃ὤ等が発生した場合、ᚑ業ဨはもとより、区民に大きな影響を及ぼすおそれがある。この

ため、都防災計画大規模事故編によるほか、特᭷の取ᢅいについて対策を定めるものである。 

 

第１⠇ ▼Ἔ等༴㝤≀ 

第１ ᪋タの⌧ἣ 

▼Ἔ等危険物の〇造、㈓蔵、取ᢅ所等の現況はḟのとおりである。 

（令和５年㸱月ᮎ現在） 
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第２ ண㜵計画 

  消防⨫は、ḟのとおり事故のᮍ然防止にດめる。 

１ 法令に基づく立ධ᳨ᰝを実施し、災害予防の指ᑟにあたる。 

また、危険物取ᢅ者はもとより、事業所全ᚑ業ဨによる自୺保安態ໃの確立と඘実ᙉ化をᅗる。 

２ ྛ事業所に対し、⪏震性ᙉ化の指ᑟ、自୺防災体制のᩚ備、防災㈨器ᮦのᩚ備ಁ進、立ධ᳨ᰝ

等を実施し、危険物㈓蔵所、取ᢅ所の఩置、ᵓ造、設備及び㈓蔵、取ᢅい等の適ṇにດめさせ、

災害のᮍ然防止をᅗる。 

㸱 ྛ事業所及び危険物取ᢅ者等による◊究఍等を行い、火災予防ᛮ᝿の普及と危険物の㈓蔵、取

ᢅいᢏ⾡の⩦⇍をᅗる。 

４ タンࢡローࣜーについては、立ධ᳨ᰝを適ᐅ実施して、ᵓ造、設備等について、法令基‽に適

合させるとともに、ᙜヱ基‽が維ᣢされるよう指ᑟをᙉ化する。また、ࢺラࢡࢵ等の危険物を㐠

ᦙする㌴୧についても、タンࢡローࣜーと同様に適ᐅ、立ධ᳨ᰝを実施し、安全対策を推進する。 

５ 「危険物の㐠ᦙ又は移送中における事故の措置・連⤡用㈨ᩱ（イエローカーࢻ）」の㌴୧積㍕を

確認し、活用の推進をᅗるとともに、輸送㌴୧の事故を᝿定したカ⦎を推進する。 

 

第３ 応ᛴ対策 

１ 警察⨫ 

事故等の発生が予᝿される場合は、特に危険と認められる施設に警察ᐁをὴ㐵して、施設の㈐

௵者に対し防災措置の実施について指ᑟする。また、事故等が発生した場合においても、┤ࡕに

現場へ警察ᐁをὴ㐵して、施設の管理者及び消防⨫の㈐௵者と緊密な連⤡をとり、必要な措置を

ㅮずる。 

２ 消防⨫ 

関係事業所の管理者、危険物保安┘╩者及び危険物取ᢅ者に対して、ḟにᥖࡆる措置等をᙜヱ

危険物施設の実態に応じてㅮずるよう指ᑟするとともに、必要に応じて応急措置命令を実施する。 

(1) 危険物の流ฟ、爆発等のおそれのあるస業及び移送の೵止 

(2) 施設の応急Ⅼ᳨とฟ火等の防止措置のᚭᗏ 

(3) 混ゐ発火等による火災の防止措置とึᮇ消火活動 

(4) タンࢡ◚ቯ等による流ฟ、␗常཯応及びᾐỈ等によるᗈᇦ拡ᩓの防止措置と応急対策 

(5) 災害発生時の自୺防災活動⤌⧊と活動要㡿の制定 

(6) ᚑ業ဨ及び࿘㎶地ᇦ住民に対する人命安全措置 

(7) 災害状況の把握及び防災機関との連携活動のᚭᗏ 

 㸱 区 

   事故㌴୧等から▼Ἔ等が流ฟ・₃ὤした場合、බ㐨上のഃ⁁などからୗỈ㐨管へ流ධのおそれ

がある。その流ධ㔞によっては、ୗỈ㐨管及びୗỈ㐨施設への大きな影響・危険が᝿定されるた

め、区は▼Ἔ等の流ฟ・₃ὤを認めたときは、第５部第２編第５❶「᝟ሗ཰集、᝟ሗఏ㐩」（389

㺫㺽㺎㺚㺼）によりୗỈ㐨ᒁへ連⤡する。 
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第２⠇ ⅆ⸆㢮等༴㝤≀  

第１ 応ᛴ対策 

施設管理者は、火⸆㢮取ᢅ場所௜近に火災が発生し、㈓蔵中の火⸆㢮にᘬ火爆発のおそれがある

場合には、消防⨫と連⤡を密にして、速やかに火⸆を安全な場所に移し、┘ど者をつけ、関係者以

እの者に対して立ධ⚗止の措置をとる。また、ᦙฟのవ⿱がない場合は、爆発により危害をཷける

おそれがある地ᇦに対して立ධ⚗止の措置をとるとともに、警察⨫及び消防⨫の༠力をᚓて危険区

ᇦ内にいる住民等を㑊㞴させる。 

 

第３⠇ ᨺᑕ⥺等༴㝤≀ 

第１ 応ᛴ対策 

  警察⨫及び消防⨫は第５部第２編第㸵❶「警備、஺通規制、警ᡄ区ᇦの設定」（391㺫㺽㺎㺚㺼）及び第

㸷❶「ᩆຓ、ᩆ援活動等」（392㺫㺽㺎㺚㺼）により必要な措置をㅮずるほか、危険原因の応急的᤼㝖措置

を行う。 

 

第㸲⠇ 㧗ᅽ࢞ࢫ等༴㝤≀ 

第１ ᪋タの⌧ἣ  

高ᅽ࢞ス関係施設（高ᅽ࢞ス保安法に定める施設）は、本区内に166施設を᭷する。 

 

第２ ண㜵計画 

  消防⨫は、ḟのとおり事故のᮍ然防止にດめる。 

１ 高ᅽ࢞ス関係施設の消防活動上必要な事㡯については、火災予防条౛第59条に基づくᒆฟによ

り、施設の実態把握を行い、関係者に防災▱㆑の普及をᅗるとともに消防活動対策㈨ᩱとして活

用する。 

２ 施設の立ධ᳨ᰝを実施し、管理者等に対して自୺防災体制の確立をᅗるよう指ᑟする。 

 

第３ 応ᛴ対策 

  警察⨫及び消防⨫は第５部第２編第㸵❶「警備、஺通規制、警ᡄ区ᇦの設定」（391㺫㺽㺎㺚㺼）及び第

㸷❶「ᩆຓ、ᩆ援活動等」（392㺫㺽㺎㺚㺼）により必要な措置をㅮずるほか、ḟの活動を行う。 

１ 火Ẽཝ⚗のᗈሗ 

２ 施設の管理者等に対する₃ฟ防止措置の指ᑟ 

㸱 ᘬ火性爆発物ရの移動援ຓ 
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第２ ண㜵計画 

  消防⨫は、ḟのとおり事故のᮍ然防止にດめる。 

１ 法令に基づく立ධ᳨ᰝを実施し、災害予防の指ᑟにあたる。 

また、危険物取ᢅ者はもとより、事業所全ᚑ業ဨによる自୺保安態ໃの確立と඘実ᙉ化をᅗる。 

２ ྛ事業所に対し、⪏震性ᙉ化の指ᑟ、自୺防災体制のᩚ備、防災㈨器ᮦのᩚ備ಁ進、立ධ᳨ᰝ

等を実施し、危険物㈓蔵所、取ᢅ所の఩置、ᵓ造、設備及び㈓蔵、取ᢅい等の適ṇにດめさせ、

災害のᮍ然防止をᅗる。 

㸱 ྛ事業所及び危険物取ᢅ者等による◊究఍等を行い、火災予防ᛮ᝿の普及と危険物の㈓蔵、取

ᢅいᢏ⾡の⩦⇍をᅗる。 

４ タンࢡローࣜーについては、立ධ᳨ᰝを適ᐅ実施して、ᵓ造、設備等について、法令基‽に適

合させるとともに、ᙜヱ基‽が維ᣢされるよう指ᑟをᙉ化する。また、ࢺラࢡࢵ等の危険物を㐠

ᦙする㌴୧についても、タンࢡローࣜーと同様に適ᐅ、立ධ᳨ᰝを実施し、安全対策を推進する。 

５ 「危険物の㐠ᦙ又は移送中における事故の措置・連⤡用㈨ᩱ（イエローカーࢻ）」の㌴୧積㍕を

確認し、活用の推進をᅗるとともに、輸送㌴୧の事故を᝿定したカ⦎を推進する。 

 

第３ 応ᛴ対策 

１ 警察⨫ 

事故等の発生が予᝿される場合は、特に危険と認められる施設に警察ᐁをὴ㐵して、施設の㈐

௵者に対し防災措置の実施について指ᑟする。また、事故等が発生した場合においても、┤ࡕに

現場へ警察ᐁをὴ㐵して、施設の管理者及び消防⨫の㈐௵者と緊密な連⤡をとり、必要な措置を

ㅮずる。 

２ 消防⨫ 

関係事業所の管理者、危険物保安┘╩者及び危険物取ᢅ者に対して、ḟにᥖࡆる措置等をᙜヱ

危険物施設の実態に応じてㅮずるよう指ᑟするとともに、必要に応じて応急措置命令を実施する。 

(1) 危険物の流ฟ、爆発等のおそれのあるస業及び移送の೵止 

(2) 施設の応急Ⅼ᳨とฟ火等の防止措置のᚭᗏ 

(3) 混ゐ発火等による火災の防止措置とึᮇ消火活動 

(4) タンࢡ◚ቯ等による流ฟ、␗常཯応及びᾐỈ等によるᗈᇦ拡ᩓの防止措置と応急対策 

(5) 災害発生時の自୺防災活動⤌⧊と活動要㡿の制定 

(6) ᚑ業ဨ及び࿘㎶地ᇦ住民に対する人命安全措置 

(7) 災害状況の把握及び防災機関との連携活動のᚭᗏ 

 㸱 区 

   事故㌴୧等から▼Ἔ等が流ฟ・₃ὤした場合、බ㐨上のഃ⁁などからୗỈ㐨管へ流ධのおそれ

がある。その流ධ㔞によっては、ୗỈ㐨管及びୗỈ㐨施設への大きな影響・危険が᝿定されるた

め、区は▼Ἔ等の流ฟ・₃ὤを認めたときは、第５部第２編第５❶「᝟ሗ཰集、᝟ሗఏ㐩」（389

㺫㺽㺎㺚㺼）によりୗỈ㐨ᒁへ連⤡する。 
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第２⠇ ⅆ⸆㢮等༴㝤≀  

第１ 応ᛴ対策 

施設管理者は、火⸆㢮取ᢅ場所௜近に火災が発生し、㈓蔵中の火⸆㢮にᘬ火爆発のおそれがある

場合には、消防⨫と連⤡を密にして、速やかに火⸆を安全な場所に移し、┘ど者をつけ、関係者以

እの者に対して立ධ⚗止の措置をとる。また、ᦙฟのవ⿱がない場合は、爆発により危害をཷける

おそれがある地ᇦに対して立ධ⚗止の措置をとるとともに、警察⨫及び消防⨫の༠力をᚓて危険区

ᇦ内にいる住民等を㑊㞴させる。 

 

第３⠇ ᨺᑕ⥺等༴㝤≀ 

第１ 応ᛴ対策 

  警察⨫及び消防⨫は第５部第２編第㸵❶「警備、஺通規制、警ᡄ区ᇦの設定」（391㺫㺽㺎㺚㺼）及び第

㸷❶「ᩆຓ、ᩆ援活動等」（392㺫㺽㺎㺚㺼）により必要な措置をㅮずるほか、危険原因の応急的᤼㝖措置

を行う。 

 

第㸲⠇ 㧗ᅽ࢞ࢫ等༴㝤≀ 

第１ ᪋タの⌧ἣ  

高ᅽ࢞ス関係施設（高ᅽ࢞ス保安法に定める施設）は、本区内に166施設を᭷する。 

 

第２ ண㜵計画 

  消防⨫は、ḟのとおり事故のᮍ然防止にດめる。 

１ 高ᅽ࢞ス関係施設の消防活動上必要な事㡯については、火災予防条౛第59条に基づくᒆฟによ

り、施設の実態把握を行い、関係者に防災▱㆑の普及をᅗるとともに消防活動対策㈨ᩱとして活

用する。 

２ 施設の立ධ᳨ᰝを実施し、管理者等に対して自୺防災体制の確立をᅗるよう指ᑟする。 

 

第３ 応ᛴ対策 

  警察⨫及び消防⨫は第５部第２編第㸵❶「警備、஺通規制、警ᡄ区ᇦの設定」（391㺫㺽㺎㺚㺼）及び第

㸷❶「ᩆຓ、ᩆ援活動等」（392㺫㺽㺎㺚㺼）により必要な措置をㅮずるほか、ḟの活動を行う。 

１ 火Ẽཝ⚗のᗈሗ 

２ 施設の管理者等に対する₃ฟ防止措置の指ᑟ 

㸱 ᘬ火性爆発物ရの移動援ຓ 
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第５⠇ ẘ≀࣭๻≀等༴㝤≀  

第１ ᪋タの⌧ἣ 

毒物、๻物の取ᢅ施設については、本区内に233施設を᭷する。（令和㸴年㸱月31日時Ⅼ） 

 

第２ 応ᛴ対策 

  警察⨫及び消防⨫は第５部第２編第㸵❶「警備、஺通規制、警ᡄ区ᇦの設定」（391㺫㺽㺎㺚㺼）及び第

㸷❶「ᩆຓ、ᩆ援活動等」（392㺫㺽㺎㺚㺼）により必要な措置をㅮずるほか、ḟの活動を行う。 

１ 警察⨫ 

(1) 事故等がἼ及することにより、危険物等が₃えいするおそれがある場合は、施設管理者と連

⤡を密にし、₃えい防止上、必要な措置をㅮじるよう指ᑟする。 

(2) 移動・ᦙฟが可能であり、あらかじめ移動・ᦙฟしておくことが防災上必要と認められる場

合は、施設管理者等をして安全な場所へ移動・ᦙฟさせる。 

２ 消防⨫ 

(1) 施設管理者に対してḟの措置をㅮずるよう指ᑟする。 

 危険物等の流ฟ、拡ᩓ防止のための設備及び㈨機ᮦのⅬ᳨・㓄置 ࢔

イ 爆発物、毒物等の移動又は応急措置 

ウ ࣃイࣉライン等のࣂルࣈの㛢ሰ、応急ಟ理等の措置 

(2) 施設の安全を確保するため、緊急㐽断⿦置等のⅬ᳨、స動状況の確認等安全対策の指ᑟを行

う。 

(3) 危険物がἙ川、低地等へ流ฟするおそれがある場合の஧ḟ災害防止措置 

(4) タンࢡローࣜー等の危険物輸送に関する安全化のため、必要に応じて輸送等の制限又は೵止

をする。 

(5) 関係機関と連携し、必要に応じて保管場所、危険物の移動等保安措置等について指ᑟする。 

(6) 防護⾰を⿦備した部㝲によるᩆฟ・ᩆ護活動を行う。 

 㸱 区 

   ᕤ事現場や事故㌴୧等から毒物・๻物等が流ฟ・₃ὤした場合、බ㐨上のഃ⁁などからୗỈ㐨

管へ流ධのおそれがある。その流ධ㔞によっては、ୗỈ㐨管及びୗỈ㐨施設への大きな影響・危

険が᝿定されるため、区は毒物・๻物等の流ฟ・₃ὤを認めたときは、第５部第２編第５❶「᝟

ሗ཰集、᝟ሗఏ㐩」（389㺫㺽㺎㺚㺼）によりୗỈ㐨ᒁへ連⤡する。 

 

第㸴❶ ᾏୖ等ࡿࡅ࠾࡟事故ࠊἜ等ὶฟ事故                             

 

 ⯪⯧等の⾪✺、㌿そ、火災、ᾐỈ等の事故、Ἑ川及び海ᇦへのἜ等の流ฟ又はこれにకう火災発生

時におけるἢᓊ区民等への被害防止をᅗるため、人命ᩆຓ、Ἔ等流ฟ拡ᩓ防止及び防㝖措置、消火活

動などの対策を定める。 

 

第１ ᮾிᾏୖಖᏳ部 

１ 災害発生時のస業態ໃ 

(1) ⯪⯲、航✵機による状況確認を実施するとともに、関係ྛ機関との᝟ሗ連⤡体制を密にし、
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ᩆຓ・防㝖態ໃを確立する。 

(2) 人命ᩆຓ 

関係機関と༠力し、㈇യ者、被災者等のᩆฟᩆ護、㑊㞴ㄏᑟにあたる。 

(3) 㐼㞴⯪等に対する災害のᒁ限措置の指ᑟを行う。 

 流ฟ⟠所㛢㙐 ࢔

イ 原因者がᡭ㓄した㈨器ᮦによる防㝖活動 

ウ 積ⲴἜのᢤき取り又は移送 

(4) ࢜イルフ࢙ンスのᒎᙇ 

流ฟἜ等の拡ᩓ防止及びຠ⋡的なᅇ཰のため、㐼㞴⯪等の௜近へのᒎᙇの指ᑟを行う。 

(5) 流ฟἜ等のᅇ཰等、流ฟἜ等処理のため、Ἔᅇ཰⯪、Ἔ྾╔ᮦ、Ἔ処理剤等による流ฟἜ処

理స業の指ᑟを行う。 

(6) 消火及びᘏ↝防止 

海上火災が発生した場合、必要に応じ消火及びᘏ↝防止措置を命じる。 

(7) 警ᡄ及び立ධ制限等 

 。海㠃流ฟἜ等の警ᡄ及び拡ᩓ状況のㄪᰝ୪びに஧ḟ災害の防止にあたる ࢔

イ 現場への立ධ⚗止、制限及び௜近の警ᡄにあたる。 

(8) 応急㈨器ᮦのㄪ㐩輸送 

Ἔ処理剤、消火剤、࢜イルフ࢙ンス、その他の応急㈨ᮦをㄪ㐩輸送する。 

(9) 㐼㞴⯪の移動等 

㐼㞴⯪を安全海ᇦへ移動するため、ࡦき⯪のᡭ㓄及びえい航の指ᑟ・ຓゝを行う。 

(10)タンカー及びࣂーࢪによるṧἜ℩取りの指ᑟ・ຓゝを行う。 

(11)被害の拡大防止のため、⯪⯲、航✵機の動ဨ、原因者等に対する防㝖措置の命令、一般♫ᅋ

法人海上災害防止ࢭンターに対する防㝖措置の指♧、関係行政機関の長等に対する防㝖措置の

要ㄳ等を行う。 

(12)その他の応急処理 

原因者が必要な措置をㅮじていない又は原因者のࡳでは防㝖がᅔ㞴な場合は防㝖措置を行う。 

２ ⯪⯧஺通の制限 

(1) Ἔ等が流ฟした場合又は海上火災が発生した場合、必要に応じ、事故現場海ᇦ及びその࿘㎶

海ᇦの⯪⯧の航行等を制限又は⚗止する。 

(2) その他必要な஺通ᩚ理を行う。 

㸱 その他 

(1) 海上火災が発生するおそれがある海ᇦにある者に対し火Ẽの౑用を制限し又は⚗止する。 

(2) ⯪⯧஺通の安全のため災害に関する安全通ಙを実施し、必要に応じ、↓⥺ᨺ送、ᕠど⯪⯲の

ᕠᅇにより、航行⯪⯧に対しᗈሗを行う。 

(3) ⁺業⤌合等に対する防災措置の指ᑟ、༠力要ㄳを行う。 

 

第２ ᾘ㜵⨫ 

１ 関係機関と༠力し、㈇യ者、被災者等の㑊㞴ㄏᑟ、ᩆฟ、ᩆ護にあたる。 

２ 流ฟἜの拡ᩓを防止するため、関係機関と༠㆟し㐼㞴⯪等の௜近へ࢜イルフ࢙ンスをᒎᙇする。 
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第５⠇ ẘ≀࣭๻≀等༴㝤≀  

第１ ᪋タの⌧ἣ 

毒物、๻物の取ᢅ施設については、本区内に233施設を᭷する。（令和㸴年㸱月31日時Ⅼ） 

 

第２ 応ᛴ対策 

  警察⨫及び消防⨫は第５部第２編第㸵❶「警備、஺通規制、警ᡄ区ᇦの設定」（391㺫㺽㺎㺚㺼）及び第

㸷❶「ᩆຓ、ᩆ援活動等」（392㺫㺽㺎㺚㺼）により必要な措置をㅮずるほか、ḟの活動を行う。 

１ 警察⨫ 

(1) 事故等がἼ及することにより、危険物等が₃えいするおそれがある場合は、施設管理者と連

⤡を密にし、₃えい防止上、必要な措置をㅮじるよう指ᑟする。 

(2) 移動・ᦙฟが可能であり、あらかじめ移動・ᦙฟしておくことが防災上必要と認められる場

合は、施設管理者等をして安全な場所へ移動・ᦙฟさせる。 

２ 消防⨫ 

(1) 施設管理者に対してḟの措置をㅮずるよう指ᑟする。 

 危険物等の流ฟ、拡ᩓ防止のための設備及び㈨機ᮦのⅬ᳨・㓄置 ࢔

イ 爆発物、毒物等の移動又は応急措置 

ウ ࣃイࣉライン等のࣂルࣈの㛢ሰ、応急ಟ理等の措置 

(2) 施設の安全を確保するため、緊急㐽断⿦置等のⅬ᳨、స動状況の確認等安全対策の指ᑟを行

う。 

(3) 危険物がἙ川、低地等へ流ฟするおそれがある場合の஧ḟ災害防止措置 

(4) タンࢡローࣜー等の危険物輸送に関する安全化のため、必要に応じて輸送等の制限又は೵止

をする。 

(5) 関係機関と連携し、必要に応じて保管場所、危険物の移動等保安措置等について指ᑟする。 

(6) 防護⾰を⿦備した部㝲によるᩆฟ・ᩆ護活動を行う。 

 㸱 区 

   ᕤ事現場や事故㌴୧等から毒物・๻物等が流ฟ・₃ὤした場合、බ㐨上のഃ⁁などからୗỈ㐨

管へ流ධのおそれがある。その流ධ㔞によっては、ୗỈ㐨管及びୗỈ㐨施設への大きな影響・危

険が᝿定されるため、区は毒物・๻物等の流ฟ・₃ὤを認めたときは、第５部第２編第５❶「᝟

ሗ཰集、᝟ሗఏ㐩」（389㺫㺽㺎㺚㺼）によりୗỈ㐨ᒁへ連⤡する。 

 

第㸴❶ ᾏୖ等ࡿࡅ࠾࡟事故ࠊἜ等ὶฟ事故                             

 

 ⯪⯧等の⾪✺、㌿そ、火災、ᾐỈ等の事故、Ἑ川及び海ᇦへのἜ等の流ฟ又はこれにకう火災発生

時におけるἢᓊ区民等への被害防止をᅗるため、人命ᩆຓ、Ἔ等流ฟ拡ᩓ防止及び防㝖措置、消火活

動などの対策を定める。 

 

第１ ᮾிᾏୖಖᏳ部 

１ 災害発生時のస業態ໃ 

(1) ⯪⯲、航✵機による状況確認を実施するとともに、関係ྛ機関との᝟ሗ連⤡体制を密にし、
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ᩆຓ・防㝖態ໃを確立する。 

(2) 人命ᩆຓ 

関係機関と༠力し、㈇യ者、被災者等のᩆฟᩆ護、㑊㞴ㄏᑟにあたる。 

(3) 㐼㞴⯪等に対する災害のᒁ限措置の指ᑟを行う。 

 流ฟ⟠所㛢㙐 ࢔

イ 原因者がᡭ㓄した㈨器ᮦによる防㝖活動 

ウ 積ⲴἜのᢤき取り又は移送 

(4) ࢜イルフ࢙ンスのᒎᙇ 

流ฟἜ等の拡ᩓ防止及びຠ⋡的なᅇ཰のため、㐼㞴⯪等の௜近へのᒎᙇの指ᑟを行う。 

(5) 流ฟἜ等のᅇ཰等、流ฟἜ等処理のため、Ἔᅇ཰⯪、Ἔ྾╔ᮦ、Ἔ処理剤等による流ฟἜ処

理స業の指ᑟを行う。 

(6) 消火及びᘏ↝防止 

海上火災が発生した場合、必要に応じ消火及びᘏ↝防止措置を命じる。 

(7) 警ᡄ及び立ධ制限等 

 。海㠃流ฟἜ等の警ᡄ及び拡ᩓ状況のㄪᰝ୪びに஧ḟ災害の防止にあたる ࢔

イ 現場への立ධ⚗止、制限及び௜近の警ᡄにあたる。 

(8) 応急㈨器ᮦのㄪ㐩輸送 

Ἔ処理剤、消火剤、࢜イルフ࢙ンス、その他の応急㈨ᮦをㄪ㐩輸送する。 

(9) 㐼㞴⯪の移動等 

㐼㞴⯪を安全海ᇦへ移動するため、ࡦき⯪のᡭ㓄及びえい航の指ᑟ・ຓゝを行う。 

(10)タンカー及びࣂーࢪによるṧἜ℩取りの指ᑟ・ຓゝを行う。 

(11)被害の拡大防止のため、⯪⯲、航✵機の動ဨ、原因者等に対する防㝖措置の命令、一般♫ᅋ

法人海上災害防止ࢭンターに対する防㝖措置の指♧、関係行政機関の長等に対する防㝖措置の

要ㄳ等を行う。 

(12)その他の応急処理 

原因者が必要な措置をㅮじていない又は原因者のࡳでは防㝖がᅔ㞴な場合は防㝖措置を行う。 

２ ⯪⯧஺通の制限 

(1) Ἔ等が流ฟした場合又は海上火災が発生した場合、必要に応じ、事故現場海ᇦ及びその࿘㎶

海ᇦの⯪⯧の航行等を制限又は⚗止する。 

(2) その他必要な஺通ᩚ理を行う。 

㸱 その他 

(1) 海上火災が発生するおそれがある海ᇦにある者に対し火Ẽの౑用を制限し又は⚗止する。 

(2) ⯪⯧஺通の安全のため災害に関する安全通ಙを実施し、必要に応じ、↓⥺ᨺ送、ᕠど⯪⯲の

ᕠᅇにより、航行⯪⯧に対しᗈሗを行う。 

(3) ⁺業⤌合等に対する防災措置の指ᑟ、༠力要ㄳを行う。 

 

第２ ᾘ㜵⨫ 

１ 関係機関と༠力し、㈇യ者、被災者等の㑊㞴ㄏᑟ、ᩆฟ、ᩆ護にあたる。 

２ 流ฟἜの拡ᩓを防止するため、関係機関と༠㆟し㐼㞴⯪等の௜近へ࢜イルフ࢙ンスをᒎᙇする。 
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㸱 火災発生等の防止のため、流ฟἜの処理及びἜ処理剤等をᩓᕸする。 

４ 火災が発生した場合、ึᮇ消火及びᘏ↝防止措置を行う。 

５ 拡ᩓ状況のㄪᰝ及び海㠃流ฟἜの警ᡄにあたる。 

㸴 現場への立ධ⚗止、制限及び௜近の警ᡄにあたる。 

㸵 Ἔ処理剤、消火剤、࢜イルフ࢙ンス、その他の応急㈨ᮦを輸送する。 

㸶 状況により㐼㞴⯪の移動について関係機関に要ㄳする。 

㸷 タンカー及びࣂーࢪによるṧἜ℩取りを関係機関へ要ㄳする。 

10 海上及びἙ川における火Ẽの౑用⚗止その他必要なᗈሗを行うとともに、関係機関に༠力を要

ㄳする。 

11 関係機関と༠力し、ἢᓊ住民及び危険物㈓蔵所Ჷに対し、火Ẽ管理の指ᑟ、その他必要なᕤ法

を行う。 

12 ἢᓊ住民への被害拡大防止措置の指ᑟを行う。 

13 関係機関と༠力し、ἢᓊ住民に対する㑊㞴່࿌、㏥ཤ命令のఏ㐩及び㑊㞴指ᑟにあたる。 

14 危険物㈓蔵所の自⾨措置のᙉ化指ᑟを行う。 

15 ἢᓊ危険区ᇦにおける஺通の⚗止及び制限を行う。 

16 その他の応急処理 

 

第３ ༊ 

１ 関係機関と༠力し、᝟ሗ཰集にດめるとともに㈨器ᮦ等をㄪ㐩する。 

２ Ἑ川における、流ฟἜの拡ᩓを防止するため、区が対応可能な規模の場合は、区保᭷の࢜イル

フ࢙ンスのᒎᙇや࢜イル࣐ࢺࢵによる処理を⯪⯧保᭷の民間఍♫の༠力をᚓて実施する。 

 

第㸵❶ 大規模೵㟁                                 

現௦♫఍生活にḞかすことのできない電力の長時間・ᗈ⠊ᅖの౪⤥೵止により、区民の生活に多大

な影響を及ぼす大規模೵電をᮍ然に防止するために行う基本的な事㡯を定める。 

 

第１ ᮾி㟁ຊࢻࢵࣜࢢ࣮࣡ࣃ 

１ 予防計画 

(1) 電力施設の安定౪⤥ 

電力⣔⤫は、発電所、変電所、送電⥺及び㓄電⥺が一体となり㐠用している。また、電力ྛ

♫間も送電⥺で接続されており、緊急時にはྛ♫が౪⤥力の応援を行うこととなっている。 

なお、そのためのᡭ㡰等もᩚ備されている。 

(2) カ⦎の実施 

   大規模な೵電事故災害を᝿定して、関係機関と連携したカ⦎の実施にດめる。区は、カ⦎が

実施される場合には、積ᴟ的にཧຍし┦஫の連携ᙉ化をᅗる。 

  (3) カ⦎の実施 

   災害対策の核となる施設においては、自ᐙ発電⿦置の定ᮇⅬ᳨、ヨ㐠㌿等による機能維ᣢを

ᅗるとともに、೵電時に通ಙ可能な通ಙᡭẁを確保する。 
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２ 応急対策 

(1) ೵電状況の連⤡ 

区内で大規模な೵電が発生した場合、┤ࡕに೵電地ᇦ及びᡞ数等の状況について区にሗ࿌す

る。 

(2) 災害時の⤌⧊、動ဨ態ໃ 

第２部第㸱編第４❶「電Ẽ施設応急対策」（121㺫㺽㺎㺚㺼）の活動態ໃに‽じて対応する。 

(3) ᗈሗ活動の実施 

ᗈሗ㌴、ࣅࣞࢸ、ラ࢜ࢪ等を通じ、೵電地ᇦ、ᡞ数、᚟ᪧぢ通し等を࿘▱する。 

 

第２ ༊ 

大規模೵電など電力が୙㊊する事態が発生し、又は発生するᜍれがある場合に、区が行う災害対 

応業務における電力確保を行うため、民間事業者の༠力により⤥電㌴୧を防災ᣐⅬ等に㓄備する。 

ͤ 災害時における⤥電㌴୧㈚与に関する༠定᭩（ࣚࢺタࣔ࢕ࢸࣜࣅ東ிᰴᘧ఍♫）は、㈨ᩱ編(434

㺫㺽㺎㺚㺼)をཧ↷。 

ͤ 災害時における⤥電㌴୧㈚与に関する༠定᭩（ࣚࢺタࣔࢧ࢕ࢸࣜࣅーࣅスᰴᘧ఍♫）は、㈨ᩱ編

(436㺫㺽㺎㺚㺼)をཧ↷。 

 

第㸶❶ ࢞ࢫ事故                                     

 

࢞ス₃れなどの事故は、爆発など஧ḟ災害のおそれもある。஧ḟ災害を防止するため、東ி࢞スࢢ

ルーࣉの行う基本的な事㡯を定める。 

 

第１ ண㜵計画 

１ ᕤ事のためのᕠど、Ⅼ᳨及び᳨ᰝの基‽ 

   ᕤ事及びᕤ事᏶஢時において、ᙜヱᕤస物が࢞スᕤస物のᢏ⾡上の基‽を定める┬令（以ୗ、

「ᢏ⾡基‽」という。）に適合しているかྰかについて᳨ᰝを行う。 

２ 維ᣢのためのᕠど、Ⅼ᳨及び᳨ᰝの基‽ 

࢞スᕤస物をᢏ⾡基‽に適合するよう維ᣢするため、ᕠど、Ⅼ᳨及び᳨ᰝを行う。 

㸱 ᢏ⾡基‽に適合しない場合の処置 

࢞スᕤస物のᕠど、Ⅼ᳨及び᳨ᰝを実施した⤖ᯝ、ᢏ⾡基‽に適合しない事㡯を発ぢした場合

には、⮫機に保安確保のための応急措置をㅮずるとともに、速やかにᢏ⾡基‽に適合するように

ᨵၿする。 

 

第２ 応ᛴ対策 

１ 通ሗ連⤡等 

保安⤫ᣓ者があらかじめ定めるとこࢁにᚑい、࢞スᰦ又は࣓ーター࢞スᰦの㛢止、火Ẽの౑用

の⚗止、電ẼスイࢳࢵのⅬ⁛⚗止、❆の㛤ᨺ、近隣への通ሗ、㑊㞴ㄏᑟ等必要とᛮわれる措置を

ㅮじるよう通ሗ者に༠力要ㄳを要ㄳする。 

２ 非常災害対策⤌⧊ 
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㸱 火災発生等の防止のため、流ฟἜの処理及びἜ処理剤等をᩓᕸする。 

４ 火災が発生した場合、ึᮇ消火及びᘏ↝防止措置を行う。 

５ 拡ᩓ状況のㄪᰝ及び海㠃流ฟἜの警ᡄにあたる。 

㸴 現場への立ධ⚗止、制限及び௜近の警ᡄにあたる。 

㸵 Ἔ処理剤、消火剤、࢜イルフ࢙ンス、その他の応急㈨ᮦを輸送する。 

㸶 状況により㐼㞴⯪の移動について関係機関に要ㄳする。 

㸷 タンカー及びࣂーࢪによるṧἜ℩取りを関係機関へ要ㄳする。 

10 海上及びἙ川における火Ẽの౑用⚗止その他必要なᗈሗを行うとともに、関係機関に༠力を要

ㄳする。 

11 関係機関と༠力し、ἢᓊ住民及び危険物㈓蔵所Ჷに対し、火Ẽ管理の指ᑟ、その他必要なᕤ法

を行う。 

12 ἢᓊ住民への被害拡大防止措置の指ᑟを行う。 

13 関係機関と༠力し、ἢᓊ住民に対する㑊㞴່࿌、㏥ཤ命令のఏ㐩及び㑊㞴指ᑟにあたる。 

14 危険物㈓蔵所の自⾨措置のᙉ化指ᑟを行う。 

15 ἢᓊ危険区ᇦにおける஺通の⚗止及び制限を行う。 

16 その他の応急処理 

 

第３ ༊ 

１ 関係機関と༠力し、᝟ሗ཰集にດめるとともに㈨器ᮦ等をㄪ㐩する。 

２ Ἑ川における、流ฟἜの拡ᩓを防止するため、区が対応可能な規模の場合は、区保᭷の࢜イル

フ࢙ンスのᒎᙇや࢜イル࣐ࢺࢵによる処理を⯪⯧保᭷の民間఍♫の༠力をᚓて実施する。 

 

第㸵❶ 大規模೵㟁                                 

現௦♫఍生活にḞかすことのできない電力の長時間・ᗈ⠊ᅖの౪⤥೵止により、区民の生活に多大

な影響を及ぼす大規模೵電をᮍ然に防止するために行う基本的な事㡯を定める。 

 

第１ ᮾி㟁ຊࢻࢵࣜࢢ࣮࣡ࣃ 

１ 予防計画 

(1) 電力施設の安定౪⤥ 

電力⣔⤫は、発電所、変電所、送電⥺及び㓄電⥺が一体となり㐠用している。また、電力ྛ

♫間も送電⥺で接続されており、緊急時にはྛ♫が౪⤥力の応援を行うこととなっている。 

なお、そのためのᡭ㡰等もᩚ備されている。 

(2) カ⦎の実施 

   大規模な೵電事故災害を᝿定して、関係機関と連携したカ⦎の実施にດめる。区は、カ⦎が

実施される場合には、積ᴟ的にཧຍし┦஫の連携ᙉ化をᅗる。 

  (3) カ⦎の実施 

   災害対策の核となる施設においては、自ᐙ発電⿦置の定ᮇⅬ᳨、ヨ㐠㌿等による機能維ᣢを

ᅗるとともに、೵電時に通ಙ可能な通ಙᡭẁを確保する。 
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２ 応急対策 

(1) ೵電状況の連⤡ 

区内で大規模な೵電が発生した場合、┤ࡕに೵電地ᇦ及びᡞ数等の状況について区にሗ࿌す

る。 

(2) 災害時の⤌⧊、動ဨ態ໃ 

第２部第㸱編第４❶「電Ẽ施設応急対策」（121㺫㺽㺎㺚㺼）の活動態ໃに‽じて対応する。 

(3) ᗈሗ活動の実施 

ᗈሗ㌴、ࣅࣞࢸ、ラ࢜ࢪ等を通じ、೵電地ᇦ、ᡞ数、᚟ᪧぢ通し等を࿘▱する。 

 

第２ ༊ 

大規模೵電など電力が୙㊊する事態が発生し、又は発生するᜍれがある場合に、区が行う災害対 

応業務における電力確保を行うため、民間事業者の༠力により⤥電㌴୧を防災ᣐⅬ等に㓄備する。 

ͤ 災害時における⤥電㌴୧㈚与に関する༠定᭩（ࣚࢺタࣔ࢕ࢸࣜࣅ東ிᰴᘧ఍♫）は、㈨ᩱ編(434

㺫㺽㺎㺚㺼)をཧ↷。 

ͤ 災害時における⤥電㌴୧㈚与に関する༠定᭩（ࣚࢺタࣔࢧ࢕ࢸࣜࣅーࣅスᰴᘧ఍♫）は、㈨ᩱ編

(436㺫㺽㺎㺚㺼)をཧ↷。 

 

第㸶❶ ࢞ࢫ事故                                     

 

࢞ス₃れなどの事故は、爆発など஧ḟ災害のおそれもある。஧ḟ災害を防止するため、東ி࢞スࢢ

ルーࣉの行う基本的な事㡯を定める。 

 

第１ ண㜵計画 

１ ᕤ事のためのᕠど、Ⅼ᳨及び᳨ᰝの基‽ 

   ᕤ事及びᕤ事᏶஢時において、ᙜヱᕤస物が࢞スᕤస物のᢏ⾡上の基‽を定める┬令（以ୗ、

「ᢏ⾡基‽」という。）に適合しているかྰかについて᳨ᰝを行う。 

２ 維ᣢのためのᕠど、Ⅼ᳨及び᳨ᰝの基‽ 

࢞スᕤస物をᢏ⾡基‽に適合するよう維ᣢするため、ᕠど、Ⅼ᳨及び᳨ᰝを行う。 

㸱 ᢏ⾡基‽に適合しない場合の処置 

࢞スᕤస物のᕠど、Ⅼ᳨及び᳨ᰝを実施した⤖ᯝ、ᢏ⾡基‽に適合しない事㡯を発ぢした場合

には、⮫機に保安確保のための応急措置をㅮずるとともに、速やかにᢏ⾡基‽に適合するように

ᨵၿする。 

 

第２ 応ᛴ対策 

１ 通ሗ連⤡等 

保安⤫ᣓ者があらかじめ定めるとこࢁにᚑい、࢞スᰦ又は࣓ーター࢞スᰦの㛢止、火Ẽの౑用

の⚗止、電ẼスイࢳࢵのⅬ⁛⚗止、❆の㛤ᨺ、近隣への通ሗ、㑊㞴ㄏᑟ等必要とᛮわれる措置を

ㅮじるよう通ሗ者に༠力要ㄳを要ㄳする。 

２ 非常災害対策⤌⧊ 
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 。られた⤌⧊によるࡵᐃࡵい及びᑟ⟶஦ᨾ➼のయไは、஦ᨾ内ᐜにᛂじてあらかじ࠼₃ࢫ࢞   

なお、࢞ࢫᑟ⟶➼の⥭ᛴ஦ᨾにᑐしては、ึ動ᥐ⨨を㎿㏿かࡘ的☜にᐇ᪋し、஧ḟ⅏ᐖの㜵Ṇ

にᑐฎࡍるた24、ࡵ᫬間⥭ᛴ出動యไを☜❧している。 

３ ஦ᨾ᫬のᛂᛴᥐ⨨ 

(1) ஦ᨾ᫬のᛂᛴᥐ⨨は、現ሙの≧況にᛂじて㐺ษにᐇ᪋ࡍる。なお、ᾘ㜵ᶵ㛵ཪは㆙ᐹᶵ㛵が

現ሙに出動しているሙ合は、ྠᶵ㛵と⥭密に㐃ᦠをಖちࡘࡘᐇ᪋ࡍる。 

(2) 現ሙの≧況にᛂじ、㛵ಀ部ᡤ࡬のᛂ᥼౫㢗を⾜い、஦ᨾ内ᐜにᛂじたయไを⤌⧊ࡍる。 

 

第㸷章 ᨺᑕᛶ≀質ᑐ⟇                                                               

 

ཎᏊຊⓎ㟁ᡤ、ᨺᑕᛶ≀質ಖ有᪋タ、ᨺᑕᛶ≀質㐠ᦙ㌴୧➼が⿕⅏し、ᨺᑕ⬟が኱Ẽ中に₃れたと

都と㐃ᦠしてᨺᑕ⥺量の ᐃを⾜っていく。東日本኱㟈⅏によ、ࡅくにྥࡻは、区民の不Ᏻのᡶしࡁ

る⚟島第୍ཎᏊຊⓎ㟁ᡤのよ࠺な኱஦ᨾがⓎ生したሙ合は、そのᩍカを㋃ま࠼て、国や都と㐃ᦠし区

民➼の生࿨のᏳ඲ࡅࡔでなく、ᚰ⌮的動ᦂの㍍ῶやΰ஘の㜵Ṇにྥࡅたᑐ⟇の᥎㐍にດࡵる。 

 

第１ ண㜵ィ⏬ 

１ ᝟ሗఏ㐩యไ 

区は都との㐃ᦠのもと、区内においてཎᏊຊ⅏ᐖによるᨺᑕᛶ≀質➼のᙳ㡪（以下ࠕᨺᑕᛶ≀

質➼によるᙳ㡪 とࠖい࠺。）がᠱᛕࡉれる஦ែがⓎ生したሙ合にഛ࠼、より㎿㏿かࡘᶵ⬟的にᑐᛂ

でࡁるయไをᵓ⠏ࡍる。 

２ 区民➼࡬の᝟ሗᥦ౪➼ 

区は都とのᙺ๭ศᢸを᫂☜にした࠼࠺で、区࣮࣒࣮࣍࣌ࢪをはじࡵとࡍるࡉまࡊまな᝟ሗఏ㐩

ᡭẁを⏝いてᚲせな᝟ሗを㎿㏿にᥦ౪ࡍる。 

なお、高齢者、障ᐖ者、ዷ産፬、ஙᗂඣその他のいࡺࢃるせ㓄៖者に༑ศ㓄៖し、地域におい

てせ㓄៖者の支᥼యไが整ഛ・ᵓ⠏でࡁるよ࠺な᝟ሗᥦ౪にດࡵる。 

 

第２ ᛂᛴᑐ⟇ 

１ ᝟ሗఏ㐩యไ 

ᨺᑕᛶ≀質➼によるᙳ㡪が生じた㝿に、その஦᱌のࣞ࣋ࣝにᛂじたᑐᛂ⤌⧊を㎿㏿にᵓ⠏し、

෇⁥かࡘ的☜にᑐᛂでࡁる区の᝟ሗఏ㐩యไを整ഛࡍる。 

２ 区民࡬の᝟ሗᥦ౪➼ 

都とのᙺ๭ศᢸのもと、ᨺᑕ⥺量やᨺᑕᛶ≀質の ᐃ・᳨査と内ᐜ・⤖ᯝを区民➼にᑐして的

☜な᝟ሗᥦ౪・ᗈሗを㎿㏿に⾜࠺。 

３ ஦ᨾⓎ生᫬のึ動ᥐ⨨ 

区内にある29のᨺᑕ⥺➼౑⏝᪋タや᰾⇞ᩱ≀質➼㐠ᦙ中の஦ᨾ➼のⓎ生᫬には、ᚲせにᛂじた

ᥐ⨨を⾜࠺とともに、౑⏝者にᑐしてᚲせなᥐ⨨をせㄳࡍる。 

なお、㆙ᐹ⨫及びᾘ㜵⨫は第㸳部第２編第㸵❶ࠕ㆙ഛ、஺通つไ、㆙ᡄ区域のタᐃ （ࠖ391㺫㺽㺎㺚㺼）

及び第㸷❶ࠕᩆຓ、ᩆ᥼ά動➼ （ࠖ392㺫㺽㺎㺚㺼）によりᚲせなᥐ⨨をㅮずる࡯か、༴㝤ཎᅉのᛂᛴ的

᤼㝖ᥐ⨨を⾜࠺。 
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